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河東訪碑行報告

井 黒 忍 ・舩 田 善 之

飯 山 知 保 ・小 林 隆 道

は じ め に

2006年8A25日(金)か ら9.月6日(水)ま での計13日 間の 日程で山西省

西南部(河 東地域)に おける金元時代の現存碑刻調査を実施 した。参加メ

ンバーは舩 田善之 ・飯山知保 ・小林隆道 ・井黒忍の4名である。

まず,舩 田 ・井黒が運城市を皮切 りに臨猜 ・茜城両県の調査を行った後,

8月29日 に永済市にて飯山 ・小林 と合流 し,稜 山 ・新緯 ・万栄の諸県およ

び河津市の調査を行った。さらに,帰 着地点である西安市に至る途中の韓

城市お よび部陽県においても調査を行った[下 図参照]。

山西省における我々の訪碑行は今回で3度 目であり,河 東地域に関し

ても2002年 に運城市 ・茜城県を訪れている。但し,当 時の調査を振 り返る

と,事 前の準備不足に加 え,調 査方法 ・装備の面でも不備が 目立ち,調 査

成果 としての現存確認 目録にも多くの問題を残 した。

そのため,前 回調査

時の不備を補 うととも

に,河 東地域の悉皆調

査を 目指 して今回の調

査ルー トを設定 した。

事前の準備作業 として

は,前 回の調査時には

実見できなかった[三

晋運]な どか ら現存が

確認 され ている金元時

代の碑刻資料 をリス ト

ア ップす るとともに,

加 えて歴史的建築物や

新 出文物の調査報告等

を取りまとめた 。

全行程を通 して確認

した金元碑は計92点 に

上 る。なお,茜 城県永



楽 宮 な ど2002年 時 に も訪 れ た 地 点 に 関 して は,[飯 山 知 保 ・井 黒 忍 ・舩 田

善 之2002]を 併 せ て 参 照 され た い 。(井 黒)

行 程 日 誌

8月25日(金)運 城 曇時々雨

9:30,宿 泊先の郁金香酒店で山西省運城市文物局副局長の李百勤氏の来

訪を受け,調 査への協力を快諾頂く。李副局長は会議のため調査に同行す

ることはできないとのことであったが,代 わりに運転手に我々の調査希望

地の内,市 内の関王廟 ・池神廟への案内を委ねられた。

9:45に ホテルを発 ち,10:00に 運城関王廟(関 王廟文物管理所)に 到着。

同廟は塩湖区博物館 を兼ねてお り,運 城市内の各地から石刻が集められて

いる。碑廊に並ぶ石刻の中には,ひ ときわ巨大な唐貞元13年(797)「 大唐

河東潮池霊慶公神祠類」,3、や明万暦25年(1597)「 河東塩池之図」が見え

る。 「河東塩池之図」には呉楷撰 「南岸採塩図説」が附され,塩 池全景 と

そ こで働 く人々の様子や建造物の配置などが写実的に描かれる。同碑の横

にも 「河東塩池之図」が置かれるが,摩 滅の状態か ら考えて こちらが原碑

であろう。また,宋 大観2年(1108)「 大観聖作之碑」のみは碑亭に別置 さ

れ,そ の前には香炉が置かれ信仰の対象 となっている。

金元碑 としては,別 棟の軒下に至大3年 「重修文廟碑記」【1-7】,延祐5年

「十儒従祀之記」【1-8】が立つ。いずれ も壁際近くに立てられるため,碑

陰全体を見ることはできなかったが,隙 間から覗き見た限りでは前者には

刻字が確認できた。その他にも塩池関係の清碑や武周垂操年間の仏籠碑な

ども存在 したが,あ いにくの雨天のため30分 ほどで調査を切 り上げる。

関王廟から5分ほどで池神廟(河 東塩業博物館)に 到着。思い返せば,

2002年 の調査時には参観が叶わず,遠 目に眺めるしかできなかった思い出

の地である。あれか ら早4年 の月 日が流れたかと思 うと感慨 も一入である

が,思 い出に浸る間もなく運転手に誘われ廟内に入る。まずは,館 長の李

竹林氏に面会し,我 々の調査の趣 旨を伝える。李館長は気 さくに我々を迎

え,小 雨の降る中にも関わらず廟内の碑刻を一つ一つ解説 してくれた。

戯台南側の碑林に至元27年 「解塩司新修塩池神廟碑」【1-4】(碑陰は 「建

置塩司歴年増課記」【1-15】)が見える。同碑には保護ケースが被せ られる

が,こ れにより首行の主題部分が隠れてしまっている。また,大 徳3年 「勅

封広済恵康王碑」【1-5】および 「勅封永沢資宝王碑」【1-6】にも保護ケー

スが附されるが,こ ちらはケースの周囲を取 り囲む鉄枠が錆付き,錆 と汚

れによって碑面の文字を読み取ることすら困難である。後者の碑陰には恐



らく立石関係者であろ う人名が刻字 されるが,そ の文字はいずれも何者か

の手によって削られてお り判読不能である。

元統2年 「勅賜御香瑞塩碑誌」【1-ll】(碑陰に題名)は,乾 隆10年(1745)

の詩碑とともにセメン トで固められ保護ケースに入れ られる。その他 ,至

正7年 「塩池神御香記」【1-12】にも保護iケースが被 されてお り,元 碑のみ

が選択され保護 されていることが分かる。現館長の李氏を含めた関係者の

見識に感服する一方,塩 池を間近にひかえた同廟における塩害の厳重さを

痛感 した。李館長の説明によれば,戯 台の軒下に置かれた石材が2003年 に

戯台の下から出土 した新資料である。表面には 「至正十年十一月十九 日置

到石槽一条石匠李信」の文字が刻まれる。

戯台下の甫道を抜けて饗殿の前に出ると,ほ ぼ同型の2基 の碑が東西に

相対 して建つ。西側が至治元年 「大元勅賜重修塩池神廟之碑」【1-9】,碑

陰題名にはテムデル,バ イジュ以下,中 央政庁か ら県に至る各衙門の トッ

プの顔ぶれが並ぶ。一方,東 側に立つ碑刻は明嘉靖14年(1535)「 河東運

司重修塩池神廟碑記」である。ほぼ同寸法の明碑は大元 ウルスに肩を並べ

んとす る意識 を反映 したかにも見える。或いは明代に元碑を再利用した可

能性 も考えられる。現在のシンメ トリックな配置は清代以降の改変を経た

ものであるが,明 代にいかなる石碑の配置がなされていたのか興味深い。

11:20,雨 も本降 りになってきたため池神廟の調査を切 り上げる。その

後,李 館長の事務室で しばし歓談。李館長の提案 ・紹介により[三 晋運]

の主編を務めた,運 城の石刻研究第一人者である呉鈎氏 との面会の約束を

取 り付ける。ホテルに戻った後,約 束の時間にはまだ余裕があったので河

東博物館 を参観することにしたが,到 着した13:00に はまだ博物館は閉ま

っていた。

!4:00,再 び池神廟を訪れる。館長はまだ不在であったため,廟 内を再

び参観する。既に雨はあが り,午 前中に見た碑林 と神殿前の元碑をゆっく

りと見ることができた。 さらに,敷 地南側の高台に登 り塩池を遠望する。

そこか ら眺めた塩池はうっすらとかかるもやの中にかすみ,幻 想的な雰囲

気を醸 し出していた。

15:00,自 転車で戻られた李館長 とともに池神廟 を発ち,15:20に 河東博

物館にほど近い呉鉤氏の自宅に到着する。呉鈎氏には初対面であるにもか

かわらず,我 々の質問に対 して該博な知識を惜 しげもなく披露 して頂いた。

特にせ きを切 ったように流れ出す碑刻調査の話には圧倒 され通 しであっ

た。氏の調査成果の一端は自宅のそこかしこに貼 られた写真や図版からも

かいま見られ,我 々の今後の調査に関してもご協力頂けることとなった。

呉鈎氏との面会を終え,李 館長 とともに三家庄村に向かう。その前に先

ほどは閉門 していた河東博物館を参観するも,同 館には石刻は現存せず,



運 城 市 内 の名 所 や 古跡 の 写 真 パ ネ ル が 並 べ られ る だ け で あ った 。 博 物 館 前

よ りタ ク シ ー に乗 車 し,16:10に 三 家 庄 郷 三 家 庄 村 に 到 着 。 車 内 で 同村 が

李 館 長 の ご夫 人 の 出 身 地 で あ る こ とを告 げ られ る。 そ の 言 葉 通 り,迷 うこ

とな く路 傍 の 大 定4年 「解 州 安 邑県 三 家 庄 慈 雲 院 碑 記 」 【1-1】 の 前 に到 着

す る。 上 戴 に は 尚 書 礼 部 牒 【1-2】,下 戴 に は牒 文 受 給 に 至 る経 緯 を記 した

記 文 が 刻 され る。 碑 陰 に は題 名 お よ び 至 正14年 「重 牧 聖 像記 」 【1-14】 が

刻 され る。 いつ もの こ とな が ら,気 づ け ば我 々 の 周 りには た く さ ん の村 人

が集 ま っ て い た。 そ の 中に 李 館 長 の知 人 で もあ る村 長 の 姿 も あ り,話 に よ

れ ば,同 碑 は村 外(慈 雲 院 遺 趾)に 置 かれ て い た が,1960年 代 に現 在 の場

所 に移 され た とい う。

16:30,ま す ま す 混 み 合 う人 だ か りを 抜 け 出 し帰 路 につ く。15分 ほ どで

出発 地 の河 東博 物 館 前 に到 着 し,お 世 話 に な っ た 李 館 長 と再 会 を期 して 分

かれ る。17:40,ホ テ ル に 帰 着 。(井 黒)

8月26日(土)運 城一臨猜一運城 曇

9:30,ホ テルを出発 し,タ クシーで臨猜汽車新立占へと向か う。10:10,

同帖附近にてタクシーを乗 り換え,10:20,城 関鎮南家庄村に到着。[三 晋

運]に よれば,同 村には興定6年(1222)「 金鎮守懐遠大将軍南仲碑」が現

存するはずであり,村 人にその所在の有無を尋ねる。その内の一人が碑刻

の場所を知っているとのことであったが,案 内された畑にはどこにも石碑

の影は見えない。古老の話によれば,畑 の奥に置き棄てられたコンクリー

ト製の水桶が古井戸の跡であり,そ の中に石碑があるとい う。 しか し,水

桶は土で覆われ草が生い茂 るため,上 から眺めても碑刻は全く見えず,結

局確認することはできなかった。

10:45,諦 めて南家庄村を発っ。11:10,廟 上郷城西村の王氏墓地に到着。

村人に石碑の所在を尋ねると案内 してくれた。草丈の高い棉花畑の反対側

か らでも容易に目賭しえる巨大な碑刻は,唐 貞元17年(801)「 追樹十八代

祖晋司空河東太守猜氏侯太原王公神道碑井序」であり,そ の左碑側には 「復

立太原郷牒」ゆが刻 される。

11:35,同 村を発ち,12:00に 旧臨晋県城の所在地である臨晋鎮に到着。

文廟 とこれに隣接す る県衙(臨 晋大堂)を 参観する。文廟は宋代の創建,

清成豊年間の重修を経 る。大成殿が現存するが,周 囲に雑草が生い茂 り内

部の参観は叶わなかった。県衙は大堂のみが現存。建築年代は元大徳年間

とされ,正 面には新たに付けられたであろう 「大哉乾元」の額が懸けられ

る。大殿のみが自然災害や戦災などにも耐えて現存する唯一の建造物であ

り,一 抱え以上もある巨大な柱が並ぶ様は威圧的ですらある。



12:55,臨 晋 鎮 を発 ち,13:30に 北 辛 郷 婆 見 村 に 到 着 。 同 村 郊 外 にセ メ ン

トで作 られ た塀 の よ うな 構 造 物 が あ り,そ こに延 祐3年 「晋 文 公 廟 碑 」 【2-

2】 が 埋 め 込 ま れ る。 石 碑 を取 り囲 む 塀 は あ ま りに 巨 大 で 頑 丈 す ぎ る感 じ

を与 え る。 碑 面 は摩 滅 と剥 落 が 激 しく判 読 は 困難 で あ る。 碑 陰 に は 寄 進 者

の 名 と寄 進 額 が記 され る。

13:40,同 村 を発 ち,13:58に 北 辛 郷 東 卓 村 に到 着 。 目指 す 碑 刻 は大 徳7年

「昭 勇 大 将 軍 鎮 辺 大 元 帥 行 河 中府 事 謝 公 碑 銘 井 序 」 【2-!】 で あ る
。[三 晋

運]に よれ ば,碑 刻 は 同村 の 蘇 族 祖 笙 に 存 在 す る と され る が,村 人 に 尋 ね

る と村 委 会 に あ る とい う。 東 卓 村 委 会 の 敷 地 内 に 立つ 同碑 は 立 派 な 碑 廊 に

収 め られ て お り,清 嘉 慶16年(1811)に 謝 氏 の 子 孫 達 に よ っ て 旧碑 を模 刻

して 作 られ た 重 刻 で あ っ た。 碑 刻 の傍 らに 記 され た 「三 移 謝 天 吉碑 記 誌 」

に よれ ば,1958年 お よび1968年 に 東 卓 村 南 良 に存 在 した墓 地 と廟 が 被 害 を

受 け た た め,1978年 に現 在 の場 所 に移 され た とい う。

14:05,同 村 を発 ち,14:30に 臨 猜 県城 内 の 双 塔 寺 に到 着 。 双 塔 寺 は 現 在

小 学 校 と して利 用 され て お り,内 部 の 参観 は か な わ ず,外 か ら眺 め る に と

どま っ た 。14:40,臨 猜 県博 物 館 に到 着 。 特 に 見 るべ き も の は な く,す ぐ

に 出発 し運 城 へ の 帰 路 に就 く。 そ の途 中,16:00に 運 城 市 上 郭 鎮 上 段 村 に

立 ち寄 る。同村 に は 泰 定4年 「段 干 木 祠 堂 重 修 碑 記 」【1-10】 が 現 存 す る が,

そ の状 態 は か な りひ どい もの で あ っ た。 道 路 脇 の ゴ ミが 捨 て られ た 空 き地

に立 つ 同碑 は,そ の 下 部 の 大 半 が 地 下 に埋 没 して しま っ て い る。 元 碑 の特

徴 とも言 うべ き彫 りの深 い 立 体 的 な蟷 首 は完 全 に残 っ て い るが,下 部 が埋

没 す るた め極 端 に ア ンバ ラ ンス な 姿 を さ ら して い る。 な お,碑 陰 に は 「段

氏 宗 枝 之 図 」 【1-17】 が 刻 され,山 東 斉 河 県,安 邑 県,陳 県,河 東 県 ら に

点 在 した 段 氏 子 孫 の 系譜 が載 せ られ る。 碑 刻 正 面 に は1960年 の 文 物 古 蹟 保

護 標 誌 が 立 て られ る が,こ れ す ら も半 ば埋 没 して い る状 況 は 皮 肉 で あ る。

16:05,同 村 を 発 ち 村 外 に 立 つ 壮 麗 な清 碑 を 見 た 後 ,17:05に 運城 市 内 の ホ

テ ル に 帰 着 。(井 黒)

8月27日(日)運 城 一 茜 城 曇

8:20,起 床 。10:25,出 発 して解 州 塩 池 を 縦 断 し,10:50,常 平 関 帝 廟 着 。

前 回訪 問 時 に 見 落 と して い た,大 定17年 「漢 関 大 王 祖 宅 塔 記 」 【1-3】 を確

認 す る の が 目的 で あ る。 該 碑 は塔 壁 に鑛 嵌 され て い た 。 末 行 に は,本 文 よ

りは 小 さ く,ま た 異 な る 筆 跡(刻 跡)で,「 金 大 定 丁 酉 至 清 雍 正 九 年 辛 亥

四 百 九十 四年 張 学 仁 続 」 と追刻 され て い る,,、。 ほ か に,嘉 靖8年(1529)

・同44年(1565)・ 嘉 慶22年(1817)の 重 修 碑 も鍍 嵌 され て お り
,こ の塔

が 金 の 重 建 以 来,少 な く と も三 次 の重 修 を経 て い る こ とが 知 られ る。ll:



00に 常 平 関帝 廟 を 後 に し,11:35頃,中 条 山脈 を越 え,茜 城 県 に 入 る。

12:00,同 郷 韓 家 村 の 五 嶽 廟 に 到 着 。 門 前 に は 茜城 県 文 物 保 護 単 位 の標

石 が 立 っ が,境 内 の 建 築 は 多 く民 家 と して転 用 され て い る。 一 番 奥 に硬 山

頂 献 殿 が 残 っ て い た 。 殿 前 に は亀趺 を 再 利 用 した とみ られ る香 炉 と7通 の

碑 刻 が並 ぶ 。 そ の うち,献 殿 基 台 に 立 て か け られ て い る小 ぶ りの碑 刻 が 至

正16年 「重 修 五 嶽 廟 記 」 【3-25】 で あ っ た 。 摩 耗 が 進 ん で い る。 ま た 立 て

か け られ て い るた め,題 名 が刻 され て い る碑 陰 全 文 を確 認 す る こ とは 叶 わ

な か っ た 、。。12:20,出 発 し,!2:45,茜 城 県 城 の 中 心 に 到 着 。 茜 城 賓 館 に

チ ェ ック イ ン。

昼 食 をす ま せ,14:15,県 東 部 へ 向 け て 出発 。14:40,東 塘 郷 東 呂村 の 連

三舞 台到 着。 三 連 戯 台 と も呼 ばれ,后 土 娘 娘 廟 ・関 帝 廟 ・馬 王廟 か ら構 成

され る 大廟 に 属 して い る。 山 門 に は福 寿 寺 の 看 板 が 懸 か っ て い る。 施 錠 さ

れ て い た が,運 転 手 の 孫 さ ん が村 人 に 頼 ん で 開 放 して も らっ た。 戯 台(舞

楼)中 門 の 過 道 東 壁 に泰 定5年 「創 建 露 台 記 」 【3-21】 が鑛 嵌 され て い た 。

境 内 の 献殿 に は つ い 最 近 の も の と 目 され る 「大 哉 乾 元 」 の額 が 懸 か って い

た。

次 の 目的 地 は,西 阻郷 寺 里村 の 清 涼 寺 で あ る。 修 建 の た め 参観 謝 絶 と あ

っ た が,尼 僧 の 方 に温 か く出 迎 え られ,許 可 を とっ て,15:30か ら16:10ま

で 碑 刻 を 検 分 す る。 大 雄 宝 殿 の 基 台 に 二 通 の 碑 刻 が 鑛 嵌 され る 。 東 側 が

「1248年 茜 城 縣 清 涼 寺 チ ャ ガ ン言 語 」 碑 【3-5】,西 側 が 後 至 元6年 「勅 賜

清 涼 寺 家 譜 誹 名 之 図 碑 」 【3-22】。 前 者 の 「言 語(Ugeの 訳 語)」 の発 令 者

チ ャガ ン ごaγanは,原 碑 で は 茶 筆 官 人(官 人 はnoyanの 訳 語)と 現 れ る。

チ ンギ ス=ハ ンCinggisqanの 千 戸 の 第 一 百 戸 長 とな り,ウ ゲ デ イ=ハ ー

ン6gedeiQaγan時 代 に対 南宋 戦線 に 従 事 す る華 北 駐 屯 軍 の トップ に任 じ

られ た タ ン グ トの チ ャガ ン で あ る(。。 この 碑 刻 は,河 南 省 林 州 宝 巌 寺(山 共

俗 山寺)の 甲辰 年(1244)4H28日 発 令 「チ ャガ ン言 語 」碑(延 祐3年(1316)

11月4日 立石 。 下 載 は僧 衆 題 名 。 碑 陽 ・碑 陰 の 問 題 に っ い て は待 考)と 並

ん で,ド レゲ ネD6regene監 国 期 か らグ ユ クGUyUg期 に か けて の チ ャ ガ ン

の 華 北 にお け る活 動 を 直 戴 に 示 す 重 要 史 料 で あ る。 本碑 の 冒頭 は 「貴 由皇

帝 福 康 裏 」(グ ユ ク皇 帝 の 福 雁 に)で 始 ま り,末 尾 部 分 に 紀 年 「戊 申年 九

月 十 五 日」 が み え,発 給 地 点 と して 「西 京 懐 仁 県 南 下 処 行 」(西 京 懐 仁 県

の 南 下 で行 す)と 記 され る。 発 給 地 点 の言 及 や,紀 年 を記 す 行 か ら発 給 地

点 を記 す 行 に か け て 印 璽 が 重 ね て 刻 され る こ とか ら,こ の 紀 年 は発 給 年 を

表 して い る とみ て 間 違 い な い 。 た だ し,グ ユ ク は この 年,す な わ ち1248年

の3月 す で に 没 して い る。 こ の齪 歯吾は 誤 刻 の た め で あ ろ うか。 そ れ と も,

グユ ク没 後 の 混 乱 期 で あ るが 故 に生 じた もの とみ るか,あ る い は原 文 書 の

段 階 で は 月 日が 空欄 で あ り,文 書 が受 領 され た 際 に 月 日が 書 き込 まれ た た



め とみ るか,後 考 を待 つ 。

大 雄 宝 殿 手 前 東 側 に碑 林 が あ る。 大 徳7年 「解 州 茜 城 県谷 底 籾 修 清 涼 院

碑 」 【3-13】(碑 陰:題 名),至 大3年3月15日 発 令 「アユ ル バ ル ワ ダ令 旨」

碑 【3-12】 が 立 っ 。 直 訳 体 碑 文 と して 現 存 す る ア ユ ル バ ル ワ ダ の 令 旨2通

の うち の1通 で あ る。 碑 陰 は,至 大3年 「勅 賜 茜 城 県 清 涼 寺記 」 【3-14】。 笈

額 を 担 当 す るチ ャガ ンCaγanは,『 元 史 』 巻137に 伝 が 立 て られ る 察 牢 で あ

る 。 チ ャ ガ ン は,西 域 出身 で フ レグHUIegU(旭 烈兀)に 仕 え て 河 東 民賦

副総 管 とな っ た 伯 徳 那 の子 で,河 中 で 生 ま れ 育 った 。 至 大 元 年(1308)に

太 子 府 正 ・昭 文 館 大 学 士 とな り,該 碑 に も この 官 職 が記 され る。 ハ イ シ ャ

ンQai§an(武 宗)時 代 の 皇 太 子 ア ユ ル バ ル ワ ダAyurbarwada(後 の仁 宗)

に仕 え,そ の 即 位 後 も重 用 され た人 物 で あ る。 本 令 旨が 清 涼 寺 に発 給 され

た背 景 に は,ア ユ ル バ ル ワ ダ の腹 心 で,こ の 地 域 出身 で あ っ た チ ャ ガ ン の

仲 立 ち が あ っ た とみ て 大 過 な か ろ う。

これ ら以 外 に も[三 晋 運]は 数 通 の 元碑 を 著 録 す るが,見 あ た らな か っ

た。2004年 に 同 寺 を訪 問 した村 岡倫 ・渡邊 久 の 両 氏 が 確 認 した の も 以 上 の

3通 と い うこ とで あ っ た か ら,同 書 が 基 づ い た 調 査(刊 行 は1998年)か ら

2004年 の 間 に 失 わ れ た の か,あ る い は他 所 に移 管 され た の で あ ろ うか。 な

お,碑 身 の ほ とん ど が埋 没 して い る 碑 刻 が1通 あ っ た 。 これ が 元 碑 の 可能

性 も あ ろ う。 今 後 の 整 備 が 待 た れ る。

16:55,同 郷 朱 陽村 の后 土廟 に 到 着 。 至 正6年 「創 立 献 殿 」 碑 【3-23】 が

本 殿 中央 祖 始廟 の 東 壁 に 半 ば嵌 め込 まれ た形 で 立 っ て い る。 そ の た め碑 陰

は確 認 で き な い。 額 題 は 「明 堂 霊 顕 真 君 」 だ が,こ の 蠕 首 は,碑 身 とのバ

ラ ン ス を 大 き く欠 き,大 き さ ・石 質 等 の 面 か ら も後 代 に す げか え られ た も

の と思 われ る。 首題 「創 建 献 殿 」 は碑 身 一 行 目に刻 され るが,そ の行 の上

方 に は本 文 の 冒頭 二 字 が,下 方 に は立 石 関係 者 題 名 が刻 され る。 刻 字 スペ

ー ス を節 約 す る た め で あ ろ うか
。17:05,后 土 廟 を後 に し,17:30,ホ テル

に帰 着 。(舩 田)

8月28日(月)茜 城 曇 時 々雨

8:00,起 床 。9:30,昨 日 に 引 き続 き,孫 さん の タ ク シ ー に 乗 車 。[三 晋

運]に よれ ば,磨 澗 村 中学(玉 泉 観 旧趾)に 元 貞 元 年 「玉 泉観 記 」 【3-10】

が 現 存 して い る。 玉 泉観 は 永 楽 宮 に 同 じ く,宋 徳 方 に よっ て 建 て られ た道

観 で あ る。10:20,辿 り着 く と,学 校 自体 も廃 校 に な って い た 。[三 晋 運]

の 刊 行 か らす で に8年,状 況 が どん どん 変 化 して い る こ と を改 め て認 識 す

る。 当該 石 刻 を検 分 し,10:40,玉 泉 観 旧趾 を 後 に す る。

次 の 目的 地 は,中 条 山脈 の奥 深 くに位 置 す る九 峰 山純 陽上 宮 で あ る。11:



20,山 の 中腹 に さ しか か っ た と こ ろで,舗 装 が 途 絶 え る。 ぬ か るみ が ひ ど

く,こ れ 以 上 車 で進 む の は 不 可 能 で あ る。 本 日の踏 査 は あ き ら め,明 日出

直 す こ と にす る。

ll:40,山 道 を 下 り,12:35,永 楽 鎮(原 村 郷)歴 山 村 に到 着。 こ こ に

は,[三 晋 運:140[36]]に 拠 る限 り,元 碑 「古 舜祠 登 記 土 地 記 」 が あ る は

ず だ 。 村 人 に よ る と,1957年 に 永 済 博 物 館 に移 管 され た とい う。 最 近 修 建

され た舜 王廟 と舜 王廟 の 趾 地 を案 内 して頂 く。13:05,歴 山村 を後 に す る。

13:25,永 楽 宮 旧趾 着 。 純 陽観 とい う道 観 と して機 能 して い た。 県 城 北 に

移 築 され た 永 楽 宮 は 観 光 地 化 され て い る が,こ ち らは 今 なお,全 真 教 の道

士 が教 え を伝 え て い る よ うだ 。13:30,純 陽 観 を 後 に し,県 城 へ 戻 る こ と

とす る。

14:00,茜 城 県 博 物 館 着 。 城 陛 廟 の 建 物 が利 用 され て い る。15:05ま で 参

観 と碑 刻 の 検 分 を行 う。 「古 石 刻 芸 術 陳 列 室 」 に 大 定26年 「仏 頂 尊 勝 陀 羅

尼 経 憧 」 【3-2】 が 展 示 され る。 そ して,入 場 口 を入 っ てす ぐ右 手 の碑 廊 に

歴 代 碑 刻 が 並 ぶ 。 大 定22年 「大 金 鹿 整 孝 行 之 記 」 【3-1】・皇 慶2年 「大 元創

建 晋寧 路解 州 茜 城 県 下 荘 真 常 宮 記 」 【3-15】(碑 陰:甲 寅 年 「茜城 県 沢 浄 観

公 拠 」・門 人 派 図 【3-8】)・泰 定3年 「重 修 段 干 木 先 生 祠 堂 記 」 【3-17】(碑

陰:「 段 干 木 先 生喬 嗣 」・題 名 【3-18】)・泰 定3年 「創 建 玄 逸 観 碑 」 【3-19】

(碑 陰:門 人 派 図 ・法 親 題 名 ・寺 産)・ 泰 定4年 「閻 氏 墓 誌 」【3-20】(碑 陰:

「本 族 宗 枝 之 図 」)・至 正14年 立石 「1303年 河 中 府 延 柞 寺 セ ウセSe'Use令

旨」 【3-11】(パ クパ 字 モ ン ゴル 語,漢 字 額 題 「令 旨碑 記 」,碑 陰 「河 東 県

磨 澗 村 下方 延 柞 寺 碑 」 【3-24】)。 碑 廊 の壁 に 鑛 嵌 され る碑 刻 と して は,明

昌 元 年 「官 署 倣 語 碑 」 【3-3】 ・泰 和3年 「東 嶽 廟 新 修 露 台 記 」 【3-4】。 ほか

に も,院 内 に は 県 内各 地 か ら収 集 され た と思 われ る 大 量 の 碑 刻 が 安 置 され

て い る。

!5:15,県 城 北 に あ る広 仁 王廟 へ 。 俗 に 五 龍 廟 と呼 ば れ,こ ぢ ん ま り と

した 廟 で あ る が,そ の 正 殿 は 唐 代 の 遺 構 を留 め て い る。2通 の唐 碑,元 和3年

(808)「 広 仁 王龍 泉記 」・大 和6年(832)「 龍 泉記 」,及 び2通 の 清 碑 がそ の

壁 に鑛 嵌 され る。15:25,五 龍 廟 を 後 に す る。

続 い て 同 じ く県城 北 に あ る永 楽 宮 へ 。 前 回訪 問 時 か ら比 べ て,大 々 的 な

整 備 が施 され て い た 。 この 新 しい入 場 口か ら以 前 の 入 場 口(山 門)の 間 に

は,新 た に人 口池 が 出現 す る な ど,全 く雰 囲気 が 変 わ っ て い る。15:30か

ら17:10ま で 時 間 を か け て 参観 と碑 刻 の 検 分 を行 う。 数 々 の 元 碑 に殿 宇 建

築 ・元 代 壁 画,や は り圧 倒 的 な迫 力 で あ る。 続 い て,前 回 参 観 して い な か

っ た西 側 の 区 画 を調 査 。 まず,1987年 重 修 の 呂祖 墓 が あ り,甲 寅 年 「先 師

玄都 至 道 披 雲 真 人 宋 天 師真 賛 」 【3-6】(乙 亥 年(1275)遷,尾 題 「故 玄 通

弘教 披 雲 真 人 宋 公 之 墓 誌 」)と 「玄都 弘 教 至 道 披 雲 真 人 宋 君 之 墓 」 碑 が鑛



嵌される。 また,呂 公祠内にある展示室では,「 十方大純陽宮玄都至道東

莱披雲宋天師/時 大朝歳次甲寅小春中旬有六 日葬記/解 州塩使兼管民千戸

閻広施」【3-7】と蓋に刻 された宋徳方の石棺を実見できた。 この石棺の隣

には,播 徳沖の石棺が安置 され る。 これら石棺の側面には,建 築や生活風

景,二 十四孝などの図像が刻されている 【3-9】,1。そのほか,永 楽宮の

移設に関する写真展示にも目を惹かれた。

県城に戻る折,雨 足が若干強 くなる。 これでは明日も純陽上宮に行くの

は無理だろ う。残念なが ら次の機会に回すしかない。(舩 田)

8月29日(火)A[井 黒 ・舩 田]茜 城 一永 済 曇

8:00,起 床 。9:25か ら10:30ま で 茜 城 県 博 物 館(城 陛 廟)を 再 度 訪 問 し,

調 査 を行 う。碑 廊 前 の院 内 に 安 置 され て い る碑 刻 群 の 中 に 元碑 を発 見 す る。

碑 身 の み が横 倒 しに な って い る。 あ る い は 同様 に 安 置 され る亀趺 や 碑 座 の

い ず れ か とセ ッ トで あ っ た 可 能 性 も あ る が に わ か に は 同 定 で き な か っ た。

摩 耗 が 激 しい が,首 題 が 「重 建 岱 嶽 □ □ 碑 」 【3-16】 と判 読 で きた 。 末 行

を確 認 す る と,「大 元 国 延 祐 五 年 歳 次 戊午 六 月 初 十 日維 建 」・「…孫 … 立石 」

・「洛 京 劉 庭 秀 」 の 字 句 が 確 認 され る
。 と ころ で,[三 晋 運159[33]]・[山

戯 曲95[16]]等 に は,延 祐5年(1318)「 岱 嶽 廟 創 建 香 台 記 」 が 著 録 ・移 録

され る。 両書 の情 報 をす り合 わ せ る と,縦 横 と もに50cmの 「壁 碑 」 で,県

中学(岱 嶽 廟 遺 趾)か ら県 博 物 館 に 移 管 され た もの とな る。 紀 年 は 「大 元

延 祐 五 年 歳 次 戊 午 秋 七 月 晦 日」 で 「重 建 岱 嶽 □ □碑 」 の50日 後 で あ る。 ま

た 「洛 京 劉 庭 秀 刊 」 ゆ とあ る こ とか ら,二 碑 の 刊 工 が 同一 人 物 で あ る こ と

が 知 られ る。 首 題 ・紀 年 ・大 き さか ら,こ れ ら二 碑 は別 の もの と判 断 され

るが,ほ ぼ 同時 期 に施 工 され た 岱 嶽廟 重 修 と香 台 創 建 を記 念 して 刻 石 され

た 一連 の 碑 とみ て大 過 あ る ま い。

11:00,前 日同 様,孫 さん の タ ク シ ー に て 出 発 。 永 済 市 域 に入 っ て す ぐ

の村 が 韓 陽 鎮 長 旺 村 で あ る。こ こ の 首 陽 山 に は 伯 夷 叔 斉 墓 が あ り,元 祐6年

(!091)「 伯 夷 叔 斉 廟 碑 」[山 碑 賜211]・ 泰 和4年(1204)「 伯 夷 叔 斉 墓 詩 隅 」

[山碑 隅251]・ 至 元18年(1281)「 大 元 封 二 賢制 」[山 碑 賜260]が 残 っ て

い る はず だ。 村 人 に尋 ね る と,昔 の鉄 道 の 駅 の そ ば に伯 夷 叔 斉 墓 が あ る と

言 う。12:20,落 花 生 畑 を 分 け入 る と,二 基 の塚 が あ る。 しか しな が ら,

碑 刻 は 見 当 た らな い 。 農 作 業 中 の村 人 が 昔 は廟 と碑 刻 が あ っ た が,文 革 の

時 に破 壊 され た と話 して くれ た。12:30,出 発 。

13:10,韓 陽 鎮 下 寺 村 に到 着 。 棲 巌 寺 の 塔 林 が 目的 で あ る。 中条 山脈 の

西 端 の 山上 に塔 が そ び え立 って い る の が遠 望 で き た 。 村 人 が 棲 巌 寺 塔 林 は

ま さに あ の 塔 の脇 に あ る と指 差 す 。 金 代 正 大2年(1225)の 塔 銘 「棲 巌 懐



・和 尚 塔 銘 井 序 」[三 晋 運32[23]]が 現 存 して い る はず だ が ,時 間 を 考 慮

して あ き らめ る こ と に。14:00か ら14:45ま で 蒲 州 鎮 鹿 俗 村 の 万 固 寺 に お い

て調 査 。 清 末 同 治 年 間(1862-1874)に 火 災 に 遭 っ た ま ま の 大 雄 宝 殿 内 に

碑 刻 が 安 置 され て い る。大 定9年 「大 宋 河 中府 中 条 山 万 固 寺 重 修 碑 銘 井 序 」

【4-2】 が横 た わ っ て い た 。 薬 師 洞 の殿 前 に,泰 和3年 「河 中府 万 固 寺 爽 心

亭碑 」 【4-3】・致 和 元 年 「維 大 元 河 中 府 新 城 塞 韓 公 政 卿 政 素 号 法 忍 歴過 十

願 実跡 事 記 」【4-5】が 立 て か け られ て い る。前 者 に は 下 部 に剥 落 が あ っ た。

境 内 奥 手 に建 つ 多 宝 仏 塔 も壮 観 で あ る。

15:00,昼 食 。15:30か ら16:00ま で,西 廟 記 の 舞 台 で も あ る普 救 寺 を参

観 。16:05,蒲 州 古 城 東 門 へ 。 城 門 の 上 に 出 る と南 北 に 城 壁 が延 び,南 壁

・北 壁 も望 む こ とが で き る。 甕 城 を散 策 す る。16:25,鶴 雀 楼 公 園 前 へ 。

鶴 雀 楼 は,1222年 に モ ン ゴル ー 金 の 戦 火 に よ っ て失 われ た。 公 園 内 に建 つ

の は,近 年 唐 代 の楼 閣 を模 して 復 建 され,2002年 に オ ー プ ン した も の で あ

る。 入 場 はせ ず に,門 前 か ら楼 閣 の 写 真 を撮 り,売 店 で 関 連 書 籍 を購 入 す

る。16:45か ら17:15ま で 蒲 津 渡 遺 趾 博 物 館 を参 観 。 浮 き橋 をつ ない だ黄 河

鉄 牛 の 出 土地 点 が そ の ま ま 博 物 館 とな っ て い る。 す ぐ近 くが 古 城 西 門 とな

っ て お り,こ ち ら も散 策 す る。17:25,西 門 を後 に し,途 中 の鐘 楼 で 下 車

して検 分 す る。17:30,出 発 し,17:45,永 済電 機 賓 館 に到 着 。 チ ェ ック イ

ン を済 ませ,前 日に永 済 入 り して い る飯 山 ・小 林 と無 事 合 流 す る。(舩 田)

8月29日(火)B[飯 山 ・小 林]永 済 曇

7:30,起 床 。宿 泊 して い た 電機 賓 館 前 で タ ク シー と交 渉。8:45,出 発 し,

9:15,清 華 郷 王 官 村 の 小 学校 着 。[三 晋 運]に よ る と,至 正24年(1364)「 扮

水 順真 子 李 公 之 塔 銘 」 と,同 じ く至正24年 「賜 金 糊 紫 服 通 玄 明遠 大 師 道 門

提 点 通 玄 子 塔 銘 井 序 」 が こ の小 学 校 に保 管 され て い る はず で あ っ た が,生

徒 や 教 師 に そ の 所 在 を 聞 い て も知 る人 は い な か っ た。 ま た,[三 晋 運]に

「清 華 郷 王 官 村 王 石 鎖 家 」 に現 存 と記 され る元 「普 済 院 弥 和 尚 塔銘 」 も,

探 し出 す こ とは で き な か っ た。 何 人 か の 村 人 が 言 うに は,昨 年 運城 文 物 局

の職 員 が や って 来 て,古 い 時代 の碑 刻 は 全 て 持 ち帰 っ た との こ とで あ った

が,事 実 関係 を 確 認 す る こ とは で き な か っ た 。10:30,王 官 村 を 後 に し,10:

40,清 華 郷 清 華 村 の扁 鵠 廟 着。[三 晋 運:16]は こ こに 大観 元 年(1107)「 扁

鵠 廟 碑 」 が あ る と記 す が,寺 の 管 理 人 は こ の碑 を知 らず,廟 内 に も見 当た

らな か った 。

10:55,扁 鵠 廟 を 出,11:10,董 村 郷 董 村 着 。 村 内 の 小 学 校 に は 元 代 の も

の と され る戯 台 が現 存 す るが,目 指 す 至 正7年(1347)「 大 元 宣 授 忠 詔 校 尉

孝 子 埜 提 挙 墓 題 名 碑 」につ い て 知 る人 を見 つ け る こ とは で き な か った 。11:

35,董 村 を後 に し,11:50,虞 郷 鎮 呉 閻 村 南 窯 上 自然 村 着。親 切 な 村 人 が,



村 の 南端,中 条 山脈 の麓 の畑 の 脇 に 立つ,皇 統9年 「麻 乗 舞 世 襲 功 徳 碑 」【4-

1】 に案 内 して くれ た。風 雨 を凌 ぐ庇 の 類 が 一 切 ない た め保 存 状 態 は 悪 く,

碑 題 と 日付 以 外 の 部 分 が ほ ぼ 判 読 不 能 で あ っ た。12:10,上 自然 村 を後 に

し,12:35,虞 郷 鎮 石 仏 寺 村 石 仏 寺 着。[河 水 利]に よれ ば,石 仏 寺 内 に は

乾 隆3年(1738)「 石 仏 寺 断 水 碑 」 が あ る はず で あ っ た が,す で に寺 は民 家

に 改 築 され てお り,碑 刻 の 行 方 を知 る人 も い な か っ た。

12:50,石 仏 寺 を後 に し,13:00,郭 李 郷 南 郭 村 の 西 門着 。[三 晋 運]に

は,皇 祐5年(1053)「 宋 故 栩 衛 功 臣 侍 衛 親 軍 歩 軍 都 虞侯 浬原 儀 溜 州 鎮 戌 軍

駐 泊 馬 歩 軍 副 都 部 署 金 紫 光 禄 大 夫 検 校 太 子 賓 客 使 持 節 端 州 書 軍 事 端 州 刺 史

充 本 州 防 御 使 兼 御 史 大 夫 騎 都 尉 楽 安 郡 開 国 侯 食 邑一 千 八 百 戸 食 賓 封 二 百 戸

孫公 神 道 碑 銘 井 序 」 と延 祐5年(1318)「 中条 山孫 氏 先 螢 碑 銘 井 序 」 が 「西

門 外 」 に あ る と記 され て い る。 幸運 に も,附 近 に住 む90才 の ご老 人 趙 氏 の

案 内 を 得,西 門 外 の 薬 王 廟 の 南側 に 広 が る藪 の 中 で,半 ば 土 に 埋 もれ た 上

記 「孫 公 神 道 碑 銘 井 序 」 を発 見 す る こ とが で きた が,「 中 条 山 孫 氏 先 螢 碑

銘 井 序 」 に つ い て は 趙 氏 も記 憶 に な い との こ とだ っ た。90才 とい う ご高 齢

を全 く感 じ させ な い 力 強 さで錠 を振 っ て藪 を掻 き分 け,我 々 を碑 刻 ま で 導

い て 下 さっ た 趙 氏 に,心 か らの感 謝 を捧 げ た い。

13:40,南 郭 村 を 出,13:53,郭 李 郷 孫 常 村 小 学 校 着 。[三 晋 運]に よ る

と,こ の 小 学校 は も と も と延 柞 寺,又 の名 を 大 鍋 寺 とい う寺 で,中 に宋 代

の碑 刻 と され る 「延 柞 寺 線 刻 全 図 井 践 」 が あ るは ず で あ った が,校 内 に そ

れ ら しき碑 刻 は 見 当 た らず,夏 休 み 中 とい う こ とで,事 情 を尋 ね るべ き 生

徒 も教 師 も い な か っ た。14:10,孫 常 村 を 後 に し,14:25,ホ テ ル に帰 着 。

昼 食 を取 り,18:10,ホ テ ル に到 着 した 井 黒 ・舩 田 と合 流 した。(飯 山)

8月30日(水)永 済 一運 城 一河 津 曇 の ち 雨

7:15,起 床 。9:00,ホ テ ル 前 で タ ク シー に乗 り,市 内 中 心 部 の 舜 帝 広 場

に 面 した 市 博 物 館 へ 。9:05,到 着 。 残 念 な が ら非 開放 で あ っ た。 ホ テ ル に

戻 っ て チ ェ ッ ク ア ウ トし,市 内 迎 新 街 の 長 距 離 バ ス ター ミナ ル へ。 直 接 河

津 に 向 か う予 定 で あ っ た が,午 前 の 河 津 行 きの バ ス はす で に み な 出 発 して

しま っ て い た た め,ま ず 運 城 に行 き,そ こか ら河 津 行 き のバ ス に乗 り換 え

る こ とに した 。10:10,永 済 を出 発 し,11:25,運 城 市 長 距 離 バ ス ター ミナ

ル 着。 河 津 行 きの バ ス に乗 り換 え,11:45,運 城 を 後 に した 。13:30 ,河 津

市 長 距 離 バ ス ター ミナ ル 着 。タ ク シー に て天 都 大酒 店 へ。昼 食 後,14:45に,

ホ テ ル を 出,タ ク シー で 河 津 市 博 物館 へ 。14:50,到 着 。 事 務 所 に碑 廊 が

付 随 した形 の博 物 館 で,碑 廊 に は 十 数 基 の 碑 刻 が 立 ち,そ の な か に大 定21年

「重 移 修 福 聖 寺碑 」 【8-2】,至 元22年 「大 禺廟 住 持 姜 善信 碑 」 【8-3】,至 正

17年 「□修 上 生 院 記 」 【8-7】 が あ っ た 。 「移 修 福 聖 寺 碑 」 の碑 陰 ・碑 側 に

は 明代 の 地 方 官 に よ る刻 字 が,「 □ 修 上 生 院 記 」 の碑 陰 に は碑 陽 と 同時 代



の 人 名 の リス トが刻 まれ る。

15:35,市 博 物 館 を 後 に し,雨 が 非 常 に激 し く な っ て き た の で,こ れ 以

上 の 野 外 調 査 は 困難 と判 断 し,ホ テ ル に戻 った 。 翌 日の 車 を フ ロ ン トで 手

配 し,夕 食 。 夕 方 の ニ ュ ー ス で,こ こ数 日の 豪 雨 で河 津 附 近 の 道 路 が 大 き

な被 害 を受 け て い る との こ と を知 り,こ れ か らの調 査 経 路 に つ い て 地 図 を

広 げつ つ 再 検 討 した。 そ の 結 果,明 日は穫 山県 を調 査 した 後,穫 山県 北 部

の県 道 を通 っ て河 津 市 区 北 部 に 行 き,市 区北 部 の碑 刻 を調 査 して か ら ホテ

ル に戻 る とい う経 路 を 採 用 す る こ と とな っ た。(飯 山)

8月31日(木)河 津一稜山一河津 曇時々雨

7:30,起 床。9:00,昨 日予約 したミニバンでホテルを出発 し,国 道108号

を通って稜山県へ。9:40,最 初の 目的地である青龍寺着。青龍寺は稜山

県博物館 も兼ねる。立仏殿 ・大雄宝殿で元代壁画を観覧 した後,境 内東

南隅の碑林へ。そ こには,巨 碑の多い元碑の中で もかなり大きな部類に

入る元統元年 「故通奉大夫参知政事大興府チ唄曽正奉大夫河南江北等処行

中書省参知政事護軍追封平陽郡公論忠粛銚公神道碑井序」【5-8】を始め

として,明 昌2年 「修塔維那最上福 田姓名真像伝干不朽之碑」【5-2】,至

順4年 「参政銚公論議i」【5-7】が立っ。

また,碑 林の隅に置かれた,平 積み された8基 の碑刻を注意深 く調査す

ると,積 まれた碑刻 と碑刻の隙間から,そ の中のひ とつが 「皇帝聖 旨裏

晋寧路緯州穰山県欽奉詔旨」とい う文言から始まる公文書であることが

確認 された 【5-10】。ただ し,こ の碑刻の上に平積みにされたその他の碑

刻を取 り除くことはできず,遺 憾なが ら確認できたのは上記の冒頭箇所

のみである。他の碑刻の下敷 きになっている末尾部分を確認 しなければ

文書の発給主体 ・宛先や形式を断定することはできないが,冒 頭文にお

ける行政区名などからみてモンゴル時代の公文書を刻 した ものであるこ

とは確実であり,お そ らくは緯州稜山県が欽奉 した詔書に基づいて発給

された文書であろう。

10:30,青 龍寺を出,そ の傍 らにある山西金墓博物館へ。地上の建築は

全て後代のもので,さ ほど広大な印象を受けないが,地下の墳墓は合計14の

墓室とそれらを連結する通路からなる,予 想以上に大規模なものだった。

現在は4つ の墓室が開放 されてお り,壁 面を天井から床まで覆 う非常に精

緻な彫刻と,お そ らく雑劇 と民間信仰を中心としたそのモチーフはまさし

く圧巻であり,地 下の静誼な空気 と相侯って,今 が21世 紀だということを

忘れさせられた 。地下墳墓への入 口には大定21年 「段揖預修墓記」【5-1】

の拓本写真が掲げられてお り,実 物は未公開の第7号 墓にあるとのことだ

った。

11:15,山 西金墓博物館を後にし,11:40,城 関鎮平瀧村着。村の畑の中



に,そ れ ぞれ10mほ どの 間 隔 を 隔 て て,泰 和2年 「大 金 故 武 威 段 公 墓 表 」 【5-

3】,同 じ く泰 和2年 「大 金 故 中 奉 大 夫 前 華 州 防御 使 兼 提 挙 学 校 事 護 軍武 威

軍 開 国侯 食 邑一 千 戸 食 実 封 一 百戸致 仕 段 公 墓 表 」 【5-4】,「中奉 大 夫護 軍 武

威 口 口段 公 … 」【5-5】が 立 っ。残 念 なが ら,こ れ らの 碑 刻 も摩 滅 が 激 し く,

首題 以 外 は ほ とん ど判 読 不 能 。13:00,平 瀧 村 を 後 に し,県 城 に て昼 食 。

14:00,県 城 内 の穫 王 廟 着 。金 元 碑 は な か っ た。14:15,稜 王 廟 を 出,14:

25,大 仏 寺 着 。 元 代 の 建 築 が現 存 し,碑 廊 に は 至 正14年 「清 涼 院絵 飾 仏 像

記 」 【5-9】(碑 陰 に は祖 師 閑 閑 老 人 に 遡 る法 統 宗 支 と助 縁 人50名 以 上 の リ

ス トが刻 ま れ る)と,摩 滅 が激 し くほ ぼ 判 読 不 能 な が ら,お そ ら く大 徳11年

「仏 閣 清 涼 院 碑 銘 」【5-6】と思 わ れ る碑 刻 が 立っ 。15:05,大 仏 寺 を 出,!5:

35,西 社 鎮 小 杜 村 着 。 こ の村 の 東 の 外 れ に あ る杜 陵 書 院 旧趾 は,も とは 敬

志 院 と呼 ばれ る仏 寺 で あ り,[三 晋 運]に よれ ば 皇 慶2年(1313)「 十 方 坦

然 禅 院 碑 」 が 現 存 す る はず で あ っ た が,残 念 なが ら鍵 が か か っ て お り,鍵

の 所在 も不 明 で あ った 。

15:55,小 杜 村 を後 に し,16:20,西 社 鎮 高 渠 村 着 。[三 晋 運]に よ る と,

この村 の 大 善 寺 に は大 定5年(1165)「 白公 和 尚塔 銘 」 と大 定10年(1170)

「長 川 十 方 大 善 寺 塔 銘 」 が あ る とい うこ とだ が,大 善 寺 はす で に 民 家 に 改

築 され,碑 刻 の 所 在 も不 明 で あ っ た。 す で に 夕刻 とな っ て い た 上 に,天 候

も思 わ し くな か っ た の で,す ぐに 高 渠 村 を 後 に し,[三 晋 運]に よ れ ば 貞

元3年(1155)「 法 宝 寺 重 修 記 石 」 が 現 存 す る と い う路 村 郷 傅 家 庄 北 呂梁 山

麓 滴 水 崖 原 法 宝 寺 の廃 嘘 に 向 か っ た 。 しか し16:40に 路村 郷 傅 家 庄 に 到 着

した と こ ろ,数 日来 の豪 雨 に よ り,法 宝 寺 へ の道 は冠 水 して 通 行 不 能 とい

うこ とが 判 明 した 。 仕 方 な く法 宝 寺 調 査 は断 念 し,そ の ま ま 路 村 郷 路 村 庄

を 目指 した が,そ こに到 る 県道 も冠 水 して 通 行 不 能 とな っ て い た 。 県 城 に

引 き返 す 迂 回 路 を とる の が最 も賢 明 か と思 わ れ た が,運 転 手 の 勧 め に よ り

状 態 の 悪 い 間 道 を通 り,17:40,な ん とか 路 村 庄 に到 着 。 村 人 に案 内 して

も らい,村 内 の 銚 氏 墓 地 跡 に 辿 り着 い た が,今 は 瓦礫 の 散 らば る空 き地 と

な っ て い る。 碑 刻 の破 片 ら し き石 片 が 落 ち て い た が,文 字 は 確 認 で きな か

っ た。

18:10,路 村 庄 を 後 に し,18:40,化 俗 鎮 南 衛 村 着 。 村 内 の観 音 堂 は 現 在

村 民 の 集 会 所 とな っ てお り,内 部 の 床 と外 の庇 の 下 の 石積 み に は,水 利 関

連 の 清 ・民 国 碑 が9基 鑛 嵌 され て い た。19:05,時 間 が あ ま りに も遅 く な っ

た 上 に 道 路 も冠 水 して い た た め,河 津 市 区北 部 の調 査 は 翌 日以 降 に 延 期 す

る こ と と し,国 道108号 を通 っ て河 津 市 区 に 戻 っ た 。19:35,ホ テ ル 着 。 夕

食 を と り,豪 雨 に よ る道 路 事 情 の 予 想 外 の 悪 化 をふ ま え,明 日以 降 の 計 画

を再 検 討 した 。(飯 山)



9月1日(金)河 津 一新 鋒 一河 津 曇 時 々 晴

7:30,起 床 。9:00,ホ テ ル を 出発 。1時 間 ほ ど タ ク シ ー に乗 っ た が,途

中,運 転 手 か ら道 が 不通 だ か らバ ス に乗 り換 え ろ と言 われ 下 車。 不 通 な ら

ば バ ス も動 か な い の で は な い か と疑 問 に 感 じなが らバ ス に 乗 り込 ん だ 。 や

は りバ ス も進 めず 回 り道 を して い く とい うこ と で,降 りて 道 を 歩 き渋 滞 の

箇 所 を 通 り過 ぎた 後 に タ クシ ー に 乗 った 。 数 日に わ た っ た 豪 雨 で 河 津 附 近

の 道 路 が 被 害 を受 け て い る とい う情 報 をニ ュー ス で 事 前 に 得 て お り,あ る

程 度 の 覚 悟 は して い た。 しか し,稜 山 県 城 そ ば の幹 線 道 路 工 事 も重 な り,

大 型 トレー ラー が ず ら り と並 ん で停 車 して い る横 を歩 い て 通 る こ と にな る

とは 予 想 外 で あ っ た。

11:10,新 緯 県 着 。 ま ず は 文 化 館 へ 向 い,館 員 に資 料 を示 して 尋 ね た と

ころ,龍 興 寺 が 博 物 館 を兼 ね て い る こ とが 判 明 し,そ ち らに 歩 い て 向 った 。

門 を 入 る と,中 央 に階 段 が あ りそ の左 右 に碑 が 並 ん で い る。 階 段 に 向 って

左側(西 側)に は新 しい碑 が 並 び,右 側(東 側)に は 比 較 的 古 い碑 が 並 ぶ。

そ の 右 側 の 場 所 に は7基 の 碑 が 並 び,一 番 奥 に は 至 元13年 「緯 州 重 修 文 宣

王廟 碑 銘 」 【6-3】 が 立 っ て い る。 そ の 碑 陰 は,大 中祥 符5年(1012)「 御 製

賛 玄 聖 文 宣 賛 井 加 号 詔 」 で あ り,上 戴 に 「玄 聖 文 宣 賛 」,下 戴 に 「加 号 詔 」

が そ れ ぞ れ 刻 され て い る。 そ の 次 に,天 聖10年(1032)「 大 宋 緯 州 重 修 夫

子 廟 記 」。 三 番 目に,至 和2年(1055)「 醇 君(睦)墓 表 」。 四 番 目 に,「 重

修 石岸 南 門 記 」 が 立 っ が摩 滅 が激 し く詳 細 は 不 明 で あ る。 五番 目に,大 定

23年 「復 建 州 衙 南 門記 」【6-1】,碑 陰 は 至 正3年 「緯 州 重 刻 碧 落碑 文 」【6-5】

で あ るが,碑 陰 を道 側 に 向 け て 立 て られ て い た 。 六番 目に,至 元26年 「勅

賜 靖[応]真 人 道 行 碑 」 【6-4】,こ れ も碑 陰 を 道 側 に 向 けて 立 て られ て い

た。 七 番 目に,成 化18年(1482)「 重 修 観 音 堂 記 」。 階最 を 上 る と,中 央 に

碑 亭 が あ り総 章3年(670)「 碧 落 碑 」 が 立 つ。 塔 に は 登 らず,そ の 下 に あ

る 墓 所 に 入 る。 先 に訪 れ た稜 山 の 山 西 金 墓 博 物 館 で 見 た もの と同 様 の レ リ

ー フ が 細 緻 で 見 事 で あ り
,女 性 が 上 半 身 をの りだ して 門 か ら外 を 覗 く姿 を

描 く レ リー フ も あ っ た。

12:35,歩 い て 文 廟 に到 着 。 中 に 多 く の赤 い 太 鼓 が置 か れ て お り,碑 も

そ の 太 鼓 の 裏 に隠 れ る形 で 立 っ て い る。ま た,多 くの拓 本 が展 示 して あ り,

これ か ら確 認 す るで あ ろ う 「宋 真 宗 文 臣 七 条 戒 官 吏 」 の拓 本 もあ っ た 。

13:50,商 店 の 壁 に 「三 官 大 帝 聖 像 」 碑 【6-6】 と戌 豊9年(1859)の 碑

を 見 つ け る。14:00,新 緯 一 中 に到 着 。 同校 の 敷 地 内 に は 山西 省 文 物 保 護

単位 で あ る緯 州 大 堂 が あ り,そ こで は 入 学 手 続 き が行 われ て い た。 そ の 間

を 通 り抜 け る と,文 廟 で 拓 本 を 見 た 建 中靖 国 元 年(1101)「 宋 真 宗 文 臣 七

条 戒 官 吏 」 が 壁 に埋 め込 まれ て い た。

14:20,階 代 花 園 に 到 着 。 入 口 を入 っ て 間 もな く左 側 に 至 和3年(1056)



「題緯守園地呈太守蘇君比部」があるが,上 部は欠けて無 くなっている。

庭園内を一周 した後,事 務所で碑について問い合わせる。文物局職員の王

氏の話では,文 物整理事業が採択 され現在進行中だ と言 う。 この事業の完

成の暁には,碑 刻調査は格段に遂行 しやすくなるだろう。資料を買い,次

の目的地である鼓楼 ・鐘楼 ・楽楼の緯州三楼に向お うとすると,王 氏に案

内して頂くことになった。楼から伸びる道は坂道になって下ってお り,そ

の先に戯楼がある。氏の話ではこの坂に大勢の人が座 り観劇をしたとのこ

とで,当 時の庶民文化水準の一端が窺える。

17:00,城 関鎮侯庄村に到着。 トウモロコシ畑に至元3年 「故鎮国上将軍

緯州節度使劉公神道碑銘」【6-2】が立っ。河津のホテルへ戻る途中,来 た

時と同じ箇所でバスがまた渋滞に巻き込まれる。一旦下車 し,渋 滞の箇所

を歩いて通 り過ごし,再 度バスに乗る方法を取る。道を歩き飲み水を買 う

などしながら渋滞が無くなった所まで来ると,丁 度よくバスが来た。勢い

よくそれに乗 り込む と,先 ほど降 りたバスであった。席に着 く際に乗客達

の視線が少 しだけ痛かった。19:00,無 事にホテルに到着。(小林)

9月2日(土)A[井 黒 ・舩 田 ・小 林]河 津 一万 栄 一 河津 曇

7:30,起 床,9:00,タ ク シ ー に 乗 り万栄 へ 。10:00,南 張 郷 太 趙 村 に あ

る 万栄 稜 王 廟 に到 着 。 しか し,鍵 が か か っ て お り中 に入 れ ず 。 鍵 を 管 理 し

て い る村 の 老 年 会 会 長 の とこ ろへ,村 の 人 の案 内 を得 て 飯 山 ・舩 田が 向い,

よ うや く中 へ 。 手 前 に戯 台 が あ り,そ の 奥 に 本 殿 が あ る。 真 ん 中 に あ る鐘

が ひ と きわ 目 を引 く。 これ は 宣 和4年(1122)4A26日 の紀 年 を持 ち,も と

は普 照 寺 に あ った も の で あ り,2001年 に移 され た もの との説 明 が付 い て い

た。東 側 の壁 に は 至 元8年 「舞 庁 石 □」【7-6】が埋 め 込 ま れ て い る。10:20,

同 じ太 趙 村 に あ る太 趙 学 校 に到 着 。3mほ どの 普 照 寺 和 尚 塔 の 壁 に 至 治2年

「弘 教 大 師 賛 公 塔 銘 」 【7-11】 が埋 め 込 まれ て い る。 学 校 の た く さん の 子

供 達 が 見 守 る 中,学 校 の方 が説 明 を して くれ た 。

万 栄 県 城 に 向 か い,10:50,万 栄 東 嶽 廟 到 着 。 門 を入 っ て す ぐ に華 麗 な

造 形 を ほ こ り 「天 下 第 一 木 楼 」 の美 称 を もつ 飛 雲 楼 が そ び え て い る。 楼 の

下 に 至 正14年 「施 縁 功 碑 」 【7-12】 が 明 代 の もの ら しき石 塔 と と もに転 が

っ て い た 。 そ の 楼 を過 ぎ て 右 に は,大 徳7年 「河 中 府 万 泉 県解 店 重 修 岱 嶽

廟 碑 」 【7-9】 が 立 つ 。 碑 の左 右 両脇 側 に は龍 の レ リー フが 施 され て い る。

ま た,敷 地 の 最 も奥 には 地 下 に地 獄 が 作 られ て い た が,真 っ暗 で何 も見 え

な か っ た。

近 くで食 事 を した 後,タ ク シ ー を ひ ろ い,運 転 手 に地 図 を見 せ な が ら行

き先 を相 談 す るが 交 渉 が ま とま らず,結 局,も う一 台 の タ ク シー を つ か ま

え,二 手 に 分 か れ 行 動 す る こ とに な る。 東 側 を 飯 山が 担 当 し,西 側 を舩 田

・井 黒 ・小 林 が 担 当 した
。



13:30,通 愛 村 に 着 き,至 元17年 「元 鎮 西 総 戌 大 元 帥 呉 信 墓 表 」 【7-8】

を確 認 。 これ は 「清 道 光 十 四 年 十 一 月 」 の 紀 年 を もつ 「鎮 西 総 戌 大 元 帥 呉

公 神 道 」 と大 書 され た碑 と裏 表 に 張 り合 わ され,周 りを コ ン ク リー トで 固

めて 立 て て あ り,そ の コ ン ク リー ト上 部 に は 「呉 帥 」 と大 き く書 か れ て い

る。 も う一 つ 碑 が あ る とい う村 の 人 の 情 報 を も とに,作 業 場 に 赴 く と,隅

に 碑 が 転 が っ て い た。 碑 陰 が 上 に な って い た た め,作 業場 で働 い て い た 方

々 が ひ っ く り返 して くれ た。 見 る と 「大 元 鎮 西 総 戌 大 元 帥 呉公 神 道 」 と大

書 され,「 大 清[乾]隆 十 四年 清 明 吉 日」 と紀 年 が あ る。 先 に 見 た 道 光14年

(1834)の 紀 年 を もつ碑 と どの よ うな 関 係 に あ る か詳 細 は 不 明 で あ る。

15:20,山 の 上 に そ び え る八 龍 寺 塔 に到 着 。 来 る途 中,場 所 を尋 ね て い

る際 に地 元 の郷 土史 研 究 家 の 方 に 出 会 い,案 内 して も らっ た。 塔 の ふ も と

に は 正 隆 元 年(1156)の 紀 年 を 有 す る鐘 が あ る。 塔 の側 面 に は,も と も と

は 石 碑 が は め られ て い た だ ろ う痕 跡 が あ る。 郷 土 史研 究 家 の 方 に よれ ば,

戦 争 時 に 日本 軍 が持 ち去 っ て しま っ た と言 う。

16:00,宝 鼎 郷 廟 前 村 后 土 祠 に 到 着 。 長 い 階 段 を登 り,一 番 奥 に 正 殿 が

あ り,そ の前 に は天 会15年 「蒲 州 栄 河 県 創 立 承 天 敷 法 厚 徳 光 大 后 土 皇 地 祇

廟 像 図石 」 【7-1】(「 后 土廟 貌 図 碑 」)と 大 中祥 符7年(1014)「 后 土廟 歴 朝

立廟 致 祠 実 蹟 碑 」 が 陰 陽 に刻 され,ケ ー ス に覆 われ 立 っ て い る。 大 中祥 符

4年(1011)の 后 土祠 が 最 も栄 え た 時 の 状 況 が 記 載 され て い る と説 明 が つ

い て い た 。 正 殿 に 向 っ て右 側 の 建 物 中 に,宋 真 宗 の真 筆 と説 明 が つ く大 中

祥 符4年(1011)「 紛 陰 二 聖 配饗 銘 」 が 内 部 壁 面 に嵌 め られ て 立 っ 。 また,

そ の 建 物 の 右 隅 に は 大 徳11年 「秋 風 辞 」 【7-10】 が木 の 枠 に嵌 め られ て 置

か れ て い た 。

17:50,本 日最 後 の 目的 地,崖 の 近 くに そ び え る 北 辛 舎 利 塔 に到 着 。 塔

東 面 二 層 外 面 に大 定18年 「栄 河 建 胡 壁 墨 鎮 崇 聖 禅 院 塔 記 」 【7-4】 が 埋 め込

ま れ て い る。ま た そ の 反 対 側 の 塔 壁 に は 大 定18年 「□ □ □ 録 司 帖 塔 銘 」【7-

5】 が 上部 を欠 い た 状 態 で 埋 め込 まれ て い る。 そ の 後,19:20に 河 津 の ホ テ

ル へ 戻 り,既 に戻 っ て い た飯 山 と合 流 。(小 林)

9月2日(木)B[飯 山]河 津 一万 栄 一河 津 曇

県城 で 井 黒 ・小 林 ・舩 田 と二 手 に 分 か れ た 後,13:00,漢 酵 鎮 興 盛 村 着 。

村 人 に 案 内 して も らい,同 村 北 東 の 「石 碑 地 」 と呼 ばれ る畑 地 へ 。 一 面 に

生 い 茂 る トウモ ロ コ シ の た だ 中 に,成 平2年(999)「 故 水 部 員 外 郎 呉 公 神

道 碑 」が 立 つ 。13:15,興 盛 村 を後 に し,13:40,皇 甫 郷 小 准 村 に 到 着 。[三

晋 運]に 拠 れ ば,同 村 の貯 水 池 の ほ と りに 元 代 「董 公 明遠 神 道 碑 」 が 立 っ

は ず で あ った が,み あ た らず 。 村 人 に 聞 い て も,そ の存 在 を 知 る人 は い な

か っ た 。 あ る村 民 が 自宅 の 門 前 の壁 に 石 碑 が 埋 ま っ て い る とい うの で 行 っ

て み た が,清 碑 で あ っ た 。 同 じ家 の 庭 に は,「 董 永 故 里 」 と刻 まれ る石 片



が 転 が って いた が,そ の 年 代 を特 定 す る材 料 は な か っ た 。

14:10,小 准 村 を後 に し,漢 酵 郷 西 景 村 へ。14:20,到 着 。[三 晋 運]に

よ る と,大 定10年 「勅 賜 正 覚 禅 院 碑 」 が 村 内 に あ る は ず で あ っ た が,正 覚

禅 院 は す で に跡 形 も な くな っ て お り,同 碑 につ い て 村 人 に 聞 き込 み を した

と こ ろ,か な り前 に太 原 の 文 物 局 が 持 ち去 っ た と言 う人 もい た 。 さ ら に村

内 を探 索 した と ころ,村 内 の 第 七 組 学 校 の 門前 の 草 叢 で,横 倒 しに な っ て

い る同 碑 【7-2,3】 を発 見 した 。 倒 れ て い た た め,残 念 な が ら碑 陰 の 有 無

は 確 認 で き な か っ た。 周 囲 に は 清 碑 も1基 横 倒 しに な っ て い た。14:50,西

景 村 を 出 て,高 村 郷 南 里 村 へ。15:40,到 着 。 同村 の 小 学 校 の 校 庭 に,至

元17年 「万 泉 県 南 里 村 天 慶観 寧 虚 真 人 卯 金 氏 道 行 之碑 」【7-7】が 立 っ。15:

50,南 里 村 を後 に し,国 道 を通 って 河 津 市 に 戻 っ た。

時 間 に ま だ余 裕 が あ っ た の で,ホ テ ル に戻 る前 に連 伯 村 に 向 か っ た 。16:

45,同 村 の 高 謀 廟(以 前 の 后 土廟)に 到 着 。 タ ク シ ー の 運 転 手 に よれ ば,

観 光 地 化 が 進 め られ て お り,秋 か ら は入 場 料 の徴 収 が 始 ま る との こ と だ っ

た 。 た しか に屋 根 瓦 の修 理 な どが 行 な われ て い た が,ま だ 券 売 所 な ど はみ

あ た らな か っ た。 寺 内 に は住 み 込 み の 管 理 人 が 二 人 お り,快 く内 部 を案 内

して くれ た 。倉 庫 の 中 に,至 元29年 「石 砧 銘 文 」【8-4】が 安 置 され て い る。

横 木 を横 た え る よ うな溝 が 上 部 表 面 に刻 まれ る 一 対 の 石 塊 で あ り,そ の う

ち一 つ に は 「至 元 廿 九年 」 との 年 次 を含 む 銘 文 が刻 ま れ る。 以 前 は ど の よ

うな 状 態 で 使 用 され て い た の か は,管 理 人 も知 らな い との こ とだ っ た 。17:

10,高 謀 廟 を辞 去 し,17:50,ホ テ ル に帰 着 。(飯 山)

9月3日(日)河 津 曇

9:00に 出発 し,9:30,醇 仁 貴 寒 雷 に到 着 。 も と も と本 日の 行 程 の 最 後 に

回 る予 定 で あ っ た が,タ クシ ー の 運 転 手 が 勝 手 に こ こか ら回 る こ と に決 め

て しま った 。 大 規 模 な 工 事 が 行 わ れ て お り,ま だ整 備 され て い な い 道 を登

っ て い った 。 そ の後,他 の 目的 地 に 移 動 しよ う とす る も運 転 手 が 行 きた が

らず,と りあ えず 一 旦 ホ テル に 戻 り,そ こ で新 しい 車 を 手 配 して も ら うこ

とに 。

華 家 墨 に着 き,地 元 の 人 に 石 碑 の 場 所 を尋 ね て み る と,村 委 員 会 に あ る

とい う こ とで,電 話 で 聞 い て も ら った 後,そ こへ 向 っ た 。10:40,委 員 会

の 建 物 に 到 着 。 門 を入 っ てす ぐ左 手 に 「水 利 碑 」 と書 か れ た 碑 が 転 が って

い る。万 暦 年 間 の も の と思 われ る。ひ っ く り返 し裏 を確 認 す る と上 部 に 「永

示 不 忘 」 とあ り,下 部 に水 系 図 が 記 され て い る。 訪 れ た 際 に 委 員 会 で は何

や ら もめ 事 が 起 き て い た が,我 々 とは 関 係 無 い との こ とで,我 々 は 碑 を確

認 す る こ と に専 念 して い た。

11:10,焚 村 鎮 干 潤 村 着 。 一 面 に トウモ ロ コ シ畑 が広 が る 中 で碑 を 探 さ

な け れ ば な らな か っ た が,運 転 手 が 当地 を熟 知 し碑 の あ りか も記 憶 して い



る と言 うの で,彼 の 案 内 に従 う。 ま ず,畑 の 中 に碑 が あ る との 指 摘 を も と

に,飯 山 が 畑 に 入 り トウモ ロ コシ を よ けな が ら確 認 しに行 っ た が,碑 は 発

見 で き ず 。 また,運 転 手 は碑 が も う一 つ あ る と言 い,つ い て行 く と 白い 家

の 東側 の 畑 に 三 基 の 碑 が 立 っ て い るの が 見 え る。向 っ て左 側 が泰 定3年 「故

河 津 鎮 西 帥 史 公 墓 編 銘 」 【8-6】 で あ る。 中 央 と右 側 の碑 は,墓 碑 が 損 壊 し

て しま っ た た め に!990年 に立 て られ た碑 で あ る。

13:30,古 珠 后 土 廟 に到 着 。 とな り に キ リス ト教 会 が あ り,そ の背 後 に

は廃 嘘 とな っ た 建 物 が あ り,少 々異 様 な 雰 囲 気 が あ っ た。 廟 の 門 は 開 い て

お らず,窓 か ら中 を見 る も荒 れ てお り,管 理 は 全 くされ て い な い 様 子 で あ

る。 そ の 向 か い に は 舞 台 が 設 置 され て あ っ た 。

13:50,固 鎮 に到 着 。診 療 所 の 中 に 入 る と,奥 の 床 に碑 が敷 かれ て い る。

摩 滅 して 判 読 で き な い部 分 が 多 い が,正 徳9年(1514)立 石 の 紀 年 を 持 っ

碑 や 嘉 靖3年(1524)「 □馬 俗 重 修 水 利 記 」 等,計6枚 あ っ た 。14:40,焚

村 舞 台着 。 そ の 手 前 に 関 帝 廟 舞 台 が あ る。 そ の 門 の 梁 の 部 分 に文 字 が 書 か

れてお り,「□□□□拾舜年九月十八 日國村創建□ …□十五 日重修」 と見

え る 。15:15,侯 家 庄 到 着 。 畑 の 中 に 小 さ な塔 が あ り,そ れ が 懐 遠 大 将 軍

墓 塔 で あ っ た 。 下 部 に至 元30年 「懐 遠 大 将 軍 楊 公 之 墓 」 【8-5】 が は め 込 ま

れ て い る。 しか し,塔 自体 が 半 ば埋 没 しか か っ て い た 。

15:40,禺 門 口に 到 着 。 す ぐそ ば に 山 が 接 して い る場 所 で あ る。 少 し行

く と抗 日烈 士 の 塔 が 見 え,そ れ を過 ぎ る と悠 々 と流 れ る黄 河 が 眼前 に 現 れ

る。 この場 所 で 黄 河 は 川 幅 を急 激 に広 くす るが,始 めて 黄 河 を 目の 当 た り

に し,と に か く 「広 い 」 の 一 言 だ け が頭 に 浮 か ん だ 。 黄 河 の雄 大 さを しば

ら くかみ しめ た 後,本 日の 行 程 最 後 の 目的 地,真 武 廟 へ とむ か っ た。16:50,

真 武 廟 に到 着。 長 い 急 な 階 段 を上 る。 一 番 上 か らは 周 囲 を一 望 す る こ とが

で き た。17:20,真 武 廟 を あ とに し,ホ テ ル へ 向 っ た。(小 林)

9月4日(月)河 津 一 韓 城 雨

10:15,ホ テ ル を 出 発 。 本 日 も ま た も雨 で あ る。 予 定 通 りバ ス にて 韓 城

市 へ と向 か うこ と と し,10:25に 河 津 市長 距 離 バ ス ター ミナ ル に 到 着 。 し

か し,韓 城 行 き の バ ス は既 に 満 員 で 出発 しよ う と して い る。 急 い で駆 けつ

け る と,バ ス の乗 務 員 は 我 々 の 荷 物 をバ ス の屋 根 の 上 に 上 げ る とい う。 晴

天 で あ っ て も気 乗 り しな い の にま して や ど しゃぶ りで あ る。バ ス を 諦 め て,

タ ク シー に て 向 か うこ とに す る。

前 日訪 れ た 萬 門 に か か る 黄 河 大 橋 を 渡 り,11:50に 韓 城 市 に到 着 。 市 内

の 銀 河 大 酒 店 に チ ェ ッ クイ ン し,13:10,ホ テ ル を発 つ 。13:15,文 廟(韓

城 市 博 物 館)に 到 着 。廟 内 の献 殿 の壁 に は 明 清 碑 が 多 数 鑛 嵌 され る。ま た,

同殿 内 に は 上 部 の破 損 した 元 碑 が1基 立 て られ る が,破 損 の た め碑 額 ・碑

題 を確 認 す る こ とは で きず,か ろ う じて 主 題 の 「[大萬?]廟 記 」 【9-4】



と文 末 近 くに 「至 正 十 四年 」 の 文 字 が 判 読 で き た。 そ の ほ か,龍 門 の 光 景

を描 く同 治13年(1874)「 龍 門全 図 」,光 緒 年 間(1875-1908)「 龍 門 山全 図 」,

年 代 不 明 「龍 門 詩 図 」 が 置 かれ る。

14:15,文 廟 を発 ち,14:35に 芝 川 鎮 の 司 馬 遷 祠 に到 着 。 途 中 の 高 速 道 路

は 黄 河 の 上 に 架 か る高 い橋 脚 の 上 を 走 る。 絶 景 で は あ る が,か な りの ス リ

ル を 味 わ う。 司馬 遷 祠 は 山裾 か ら斜 面 に 沿 って 建 物 が配 置 され て お り,石

畳 の 坂 道 と階 段 を登 っ た最 上部 に 司馬 遷 の 墓 所 が あ る。 円筒 形 の 墓 の 側 面

に鑛 嵌 され る碑 刻 の 内,東 北側 の 大 定19年 「重 脩 漢 太 史 公 墓石易」 【9-3】 が

最 も古 い 。 そ の 他,献 殿 に は靖 康 元 年(1126)「 芝 川 新 修 太 史 公 廟 記 」 お

よび 元 祐 年 間 の 題 記 が並 ぶ 。 ま た,中 腹 に は政 和2年(1112)「 勅 修 同 州 韓

城 縣 河 漬 霊 源 王 廟 碑 」 が 碑 廊 の 下 に 置 か れ る。 同碑 は[文 図 秦:下518]

に よれ ば 西 庄 鎮 東 王 庄 村 に置 かれ る と され るが,い つ 司馬 遷 祠 に移 され た

の か は 不 明 で あ る。

15:40,司 馬 遷i祠を 発 ち,16:25に 蘇 東 郷 北 周 原 村 の 大 萬廟 に 着 く も,金

元 碑 は 存 在 せ ず 。 続 い て17:10各 村 郷 呉 村 の普 照 寺 に到 る。 同 寺 は 至 正 年

間 の創 建 で,大 殿 は元 代 の遺 構 と され る。 こ こ は 陳 西元 代 建 築 博 物 館 をか

ね て お り,寺 内 に は韓 城 市 内 か ら移 築 され た 元 代 建 築 群 が建 ち 並 ぶ 。 この

他 に も韓 城 市 内 に は 西庄 法 王廟 献殿,答 村 萬王 殿 献 殿,蒔 村 三 聖 殿 献 庭,

孝 義 村 関 帝 廟 正 殿,紫 雲 観 三 清殿 な ど,数 多 くの元 代 建 築 が 現 存 す る 。

17:40,普 照 寺 を 発 ち,17:53に 西 庄 鎮 の 法 王 廟 に到 着 す る も,閉 門 して お

り参 観 は 叶 わ なか っ た。18:20,ホ テ ル に帰 着 。(井 黒)

9月5日(火)韓 城 一部 陽 一韓 城 晴

7:50,起 床 。 昨 日ま で とは 一 転,気 持 ちの 良 い秋 晴 れ で あ る。10:15,

出 発 。10:55,部 陽 県 城 の 中心 に位 置 す る文 廟 へ 。 しか し,中 に は 入 れ ず,

外 側 か ら大 成 殿 ・尊 経 閣 の 写 真 を撮 影 す る だ け に 終 わ る。 県 博 物 館 も兼 ね

て い るが,対 外 開放 して な い との こ と。

11:05,県 城 西 に位 置 す る 「1318年 部 陽 縣 光 國 寺 ア ユ ル バ ル ワ ダ 聖 旨」

碑 【10-1】 へ 。1318年 の ア ユ ル バ ル ワ ダ聖 旨,パ ク パ 字 モ ン ゴル 語 ・直 訳

体 漢 語 が 上 下 に合 刻 され る。 延 祐6年(1319)立 石 。 光 国 寺 はす で に存 在

しな い 。 碑 刻 は最 近 建 て られ た ば か りと 目 され る碑 楼 に そ び え る。 碑 楼 は

自 由 に見 学 で き る よ うに な っ て い るの だが,そ れ 故,落 書 きが 甚 だ しい 。

11:40,車 に 乗 り,南 へ 向 か う。12:15,赤 城 村 の 西 明 寺 に 到 着 。[文 図

秦:下565]に よ る と,威 平4年(1001)「 西 明 寺 舎 利 塔 石渇」 が 存 在 す る は

ず だ が,塔 も碑 刻 も現 存 しな か っ た 。12:25,西 明 寺 を後 に し,今 度 は

北 を 目指 す 。13:30,東 城 後 村 に到 着 。皇 統9年(1149)か ら貞 元 元 年(1153)

に わ た っ て 開難 され た 寿 聖 寺 石 窟 が 目的 地 で あ る。こ こ の石 窟 の側 壁 に は,

金 代 の 「梁 山寿 聖 寺石 室銘 井 序 」[文 図 秦:下565]題 記 が 刻 され て い る。



山 の 中腹 ま で は 車 で 上 る こ とが で き た。 しか し,そ の 先 は残 り時 間 を 考 慮

し,あ き らめ,13:50,部 陽 県 城 経 由 で 韓 城 に 戻 る こ とにす る。 山道 か ら

舗 装 道 路 に 出 る と き に,車 体 が 下 を 削 っ て しま う。 暫 く走 っ た後,運 転 手

が異 変 に 気 づ く。 ガ ソ リンが 漏 れ て い る。 タ ン ク に穴 が 開 い て しま っ た ら

しい。 部 陽 県城 に 急 行 し,14:20,修 理 屋 に到 着 。14:35,無 事 修 理 が 終 わ

り,ガ ソ リン ス タ ン ドで 給 油 して韓 城 へ の 帰 途 に つ く。15:05,韓 城 の城

陛 廟 前 で 下 車。

城 陛廟 は,文 廟 と と も に韓 城 市 博 物 館 を構 成 して い る。 本 殿 は修 築 中 で

あ っ た。 こ この城 陛 廟 もか な り大 き な規 模 を残 して い る。 長 治 の それ に 比

肩 しよ う。 戯 台 な ど も荘 厳 で あ る。 文 廟 同様,こ こに も収 拾 され た石 刻 が

安 置 され て い た。15:40,城 陛 廟 を 出 て,西 へ 向 か っ て 歩 く。 古 い 街 並 み

が残 っ て い る。道 端 に亀趺 が 停 ん で い て,街 並 み に と け込 ん で い る。16:10,

九郎 廟 。 至 大 元 年(1308)創 建,明 清 の重 修 を経 て い る も の の,正 殿 は元

代 遺 構 とされ る。 韓城 市 収 蔵 協 会 と して利 用 され て お り,骨 董 屋 も併 設 さ

れ て い た。16:20,九 郎 廟 を後 に し,16:30,関 帝 廟 へ。 廃屋 状 態 で施 錠 さ

れ て い た。

16:40,金 塔 公 園 へ 。 古 城 の 北 端 が 公 園 の 南 門 に な っ て お り,そ こ か ら

石 段 を 登 っ て い く。 途 中鐘 亭 が あ り,承 安4年(ll99)の 鐘 が 吊 ら され て

い る。 銘 文 も鮮 明 で あ る。 一 番 上 まで 登 り切 る と,大 定13年(1173)に 建

て られ た 塔 が そ び え 立 っ。 そ して,南 を眺 望 す る と,芝 川 鎮 周 辺 の 黄 河 と

高 速 の高 架 が視 界 に入 る。絶 景 で あ る。塔 の基 台 の東 壁 に は2通 の金 碑 【9-

1,2】 が 鑛 嵌 され る。 と もに 大 定13年 の 紀 年 を もつ。 金 塔 公 園 の 北 門 を 出

る と新 市 街 が拡 が っ て い る。 そ の ま ま 徒 歩 で ホテ ル に 戻 る。(舩 田)

9月6日(水)韓 城 一西 安 曇

9:40,ホ テ ル を 出 発 。14:40,西 安 の台 湾 大 酒 店 到 着 。 舩 田 ・井 黒 は 翌

日の 飛 行機 に乗 る た め威 陽飛 行 場 近 くの ホ テ ル を取 っ て い た が,と りあ え

ず 飯 山 ・小 林 が泊 ま る この ホ テ ル に 荷 物 を置 き,小 休 止 の 後,陳 西 歴 史 博

物館 へ と 向 う。

15:00,陳 西歴 史 博 物館 着 。 一 通 り見 て 回 り,16:40に 博 物 館 を 後 に しホ

テ ル へ と戻 る。 後,夕 食 。 今 回 の調 査 の 全 行 程 を無 事 に終 え た 達 成感 と安

堵 感 に よ り大 い に盛 り上 が り,感 想 を 述 べ あ う中で 反 省 点 を 出 し合 い,次

回 の調 査 につ な げ る こ とを 誓 っ た 。 食 事 後,井 黒 ・舩 田 は荷 物 を 受 け取 っ

た後,飛 行 場 近 く の ホテ ル へ む か っ た。(小 林)



総 括

今回の調査では,永 楽宮や池神廟などで前回の不備を補 うとともに,時

にメンバーを二手に分けて調査を行 うなどの方法を用いて,当 初予定した

調査地点をほぼ網羅することができた。これには事前調査や調査地域の選

定において,こ れまでの経験が生かされたこともあるが,現 地の様々な人
々の直接 ・間接的な協力が得 られたことがより大きい。

中でも運城市では河東塩業博物館館長の李竹林氏および呉鈎氏の協力を

得て,当 初想定 していた以上に効率的な調査を行 うことができた。また呉

鈎氏より運城市区における石刻資料調査の状況を聞けたことは大きな成果

であった。両氏は我々の今後の調査に対 しても快 く協力の意を示して頂い

た。長年に亘って実際に現場を隈無く歩き周 り,新 資料の収集に尽力して

きた氏の研究手法 と現在でもそれを継続するひたむきな姿勢にはただただ

頭の下がる思いである。

呉鈎氏に代表 される郷土史家らの活動とその成果は地域の外へは伝わ り

にくい。地方の大学の紀要や現地の新聞などに掲載 されるその成果を我々

が把握することには大きな困難が存在する。今後は現地の生き字引とも言

うべき呉鈎氏 ら郷土史家の知識や経験を国内外間わず広 く公開していくと

ともに,学 術交流の中でその成果 をさらに活用することが必要である。

もはや贅言を要 さないが,現 地調査にあたっては大学や研究所に所属す

る研究者に加えて,現 地の文物局職員や郷土史家 との協働作業が必要不可

欠である。また,協 働のためには我々自身が現地に足を運び地道に調査を

行 うとい う行為を今後 も継続 して行 っていく必要がある。資料調査の名の

もとに,そ こか ら情報やデータのみを引き出すことに終始することはもは

や許されない。国や大学 ・研究所 レベルの提携といった大きな枠組みだけ

ではなく,地 域の研究者や郷土史家との間で文物の保護や当該地域の歴史

研究に対 して,よ り細やかな協力関係 を築きあげることが必要である。

今回の調査中において,本 文中で触れた方々以外にも様々な現地の人々

や研究機関の研究者にお世話になった。山西省の研究者を紹介 して頂いた

北京大学の郵小南教授お よび韓茂莉教授,太 原師範学院の王尚義院長,張

慧芝博士,山 西大学の行龍教授,ま た運城市文物局の李百勤氏を紹介して

頂いた陳西師範大学の李裕民教授に改めて感謝の意を示 したい。また,研

究者以外にも我々とともに茜城県内を走 り回 り,時 には率先 して碑刻発見

に努めてくれた ドライバーの孫 さん,横 倒 しになり半ば埋まった石刻を仕

事中にもかかわ らず総掛かりで掘 り起こしてくれた方々,村 内のもめ事の

中,突 然訪れた我々のために他の村民と言い合いながらも調査を手伝って

くれた方など,様 々な現地の方々の姿が目に浮かぶ。末筆ではあるが,彼

ら現地の人々に改めて謝意を示すとともに,そ の好意に答えるべく継続的



な調査 と調査対象地域への成果還元を今後の責としたい。(井 黒)

註

(1)前2回 の 訪 碑 行 は,[飯 山知 保 ・井 黒 忍 ・舩 田善 之2002]お よ び[井 黒 忍 ・舩

田 善 之 ・飯 山 知 保2005]に ま とめ た 。 な お,山 西省 にお け る碑 刻 調 査 に 関 し

て は,こ れ ら以 外 に[舩 田 善 之2004][舩 田 善 之 ・井 黒 忍 ・飯 山 知 保2004]お

よ び[舩 田 善 之 ・飯 山知 保 ・井 黒 忍2008]が あ る。

(2)調 査 終 了 後 に[文 図 晋]が 出 版 され 情 報 量 は さ らに 大 幅 に 増 加 した 。 た だ し,

調 査 時 に お い て は 本 書 を 参 照 す る こ と が で き な か っ た た め,目 録 に の み そ の

情 報 を 反 映 させ る。

(3)[古 蹟 志]等 に よれ ば,同 碑 は以 前 池 神 廟 に 置 か れ,碑 陰 に は 「至 元 二 十 七 年

(郭 栄 等)題 記 」 が 刻 され る と され る が,今 回 の 調 査 で は 見 過 ご して しま っ

た。

(4)碑 側 の 碑 名 は[三 晋 運:76(12)]に よ る。

(5)「 四 百 九 十 四年 」 は,正 し くは 「五 百 五 十 四年 」 で な けれ ば な らな い 。

(6)な お,[晋 旅 勝:582]は,元 碑2通 ・清 碑4通 が 現 存 す る と して い る が,今 次

の 調 査 結 果 と[三 晋 運:138-156]の 記 載 を踏 ま え る と,万 暦3年(1575)「 重

修 五 嶽 廟 記 」 を元 碑 と誤 っ て い る可 能 性 が 高 い。

(7)チ ャ ガ ン と そ の 一 族 の活 動 に つ い て は,[堤1992:48-52]に 要 を得 た 研 究 が

あ る。

(8)宋 徳 方 ・播 徳 沖 の 墓 葬 発 掘 とそ の 石 棺 に つ い て は,[山 西省 文 物 管 理 委 員 会 ・

考 古 研 究 所1960]を 参 照 。

(9)[山 戯 曲95[16]]は,「 洛 京 劉 庭 溶 刊 」 とす るが,お そ ら く誤 記 で あ ろ う。 劉

庭 秀 につ い て は,[張 家 泰1981]も 参 照 。

(10)稜 山金 墓 の詳 細 に つ い て は,[山 西 省 考 古 研 究 所1983]を 参 照 。

(11)固 鎮 村 を含 む 河 津 市 の 水 利 碑 を用 い た研 究 に[井 黒2009]が あ る。

(12)韓 城 市 の 元代 建 築 に 関 して は[何1957]を 参 照 され た い 。

(13)調 査 終 了 後,改 め て[文 図 秦:下565]を 確 認 した と こ ろ,寺 ・塔 は す で に

崩 壊 して お り,塔 百易1方 の み が 小 学 校 の 壁 に 嵌 め込 まれ て い る と記 され て い た 。

我 々 が 参観 した 寺 院 は,最 近 復 建 され た もの と考 え られ る。

【附記】本稿は平成18年 度文部科学省科学研究費補助金による研究成果の
一部である。



河東訪碑行現存確認金元碑 目録

井 黒 忍 ・ 舩 田 善 之 ・ 飯 山 知 保

凡例

1本 目録 は,前 文 「河 東 報 碑 行 報 告 」 に お け る過 程 で 井 黒 ・舩 田 ・飯 山

が現 存 を 確 認 した金 元 時 代 の 石 碑 につ い て の 目録 で あ る。

2碑 名,年月 日,西 暦 年 月 日,関 連 人 物,現 存 地,立 石 情 報,拓 本 所 蔵,

関連 文 献(碑 影 ・拓 影 及 び 著 録 ・移 録 ・研 究 ・目録)の 各 項 目 を著 録

した。 各 項 目の 著 録 方 針 は 下 記 の通 り。 な お,目 録 中 に お け る 口 は1字

欠(及 び 不 明),… は 複 数 字 欠(及 び 不 明)を 意 味 す る。

2-1同 一 石 碑 に複 数 の 内容 が 記 され て い る場 合,各 内容 に わ けて 著 録

した 。

2-2碑 名 は,原 則 と して 首題 ・額 題 に 拠 った が,一 部 通 称 な い し編 者

が命 名 した も の を 用 い た 。

2-3年 月 日に は 立 石 年 月 日 ・発 令 年 月 日(公 憤)・ 墓 主 卒 年(墓 誌)

な ど知 り うる情 報 を 石 碑 に拠 っ て示 した 。

2-4西 暦 年 月 日に つ い て は,年 を西 暦 に 換 算 した。 項 目中 の*は 不 明

を 意 味 す る。 月 日に つ い て は太 陽暦 に 換 算 して い な い。

2-5関 連 人 物 につ い て は,撰 者,書 者,公 吏 績 発 令 者 及 び対 象 者,墓

主,立 石 関 係 者 な どを 示 した。

2-6立 石 情 報 につ い て は,立 石 ・合 刻 状 況 を示 した。 漢 字 漢 語 以 外 の

文 字 言 語 が み られ る場 合 も注 記 した。

2-7拓 本 所 蔵 につ い て は,京 都 大 学 人 文 科 学 研 究 所 附 属 漢 字 情 報 研 究

セ ン タ ー ウ ェ ブ ・ サ イ ト 内 の 石 刻 拓 本 資 料 デ ー タ ベ ー ス

(http://kanji.zinbun.kyoto.u.acjp/db-machine/imgsrv/takuhon/)・北 拓 ・山 師 戯 や

そ の 他 の 参 考 文 献 か ら知 り うる 情 報 を示 した 。 国 は 国 家 図 書 館,北 大

は 北 京 大 学 図 書 館,人 文 は 京 都 大 学 人 文 科 学 研 究 所,山 師 大 は 山 西 師

範 大 学 戯 曲博 物 館,山 省 図 は 山 西 省 図 書 館 を 意 味 す る。 国 に続 く各 は

各 地 の 略 で あ る。

2-8関 連 文 献(碑 影 ・拓 影 及 び 著 録 ・移 録 ・研 究 ・目録)に つ い て は,

下 の 参 考 文 献 略 号 表 に 示 す 略 号 あ るい は 著者 と初 出年 に よ る 略 号 に よ

っ て 示 した。 参 考 文 献 内 で 当該 石 刻 資 料 に番 号 が 施 され て い る場 合,

()で 明 示 し,そ れ 以 外 の 場 合 は,巻 数 あ る い は 頁 数 を付 した。 た

とえ ば,陳 道(361)は 陳 垣 『道 家 金 石 略 』 の 金 元 の 項,番 号361の 石 刻

を,山 右34『 山 右 石 刻 叢 編 』 巻34を,北 拓49-29は 『北 京 図 書 館 蔵 中

国 歴 代 石 刻 拓 本 匪 編 』 第49巻29頁 を,三 晋 運25[15]は,『 三 晋 石 刻 総

目 ・運 城 地 区 巻 』25頁,番 号15を,そ れ ぞ れ 意 味 す る。

3排 列 は,現 在 の 各 行 政 区 画 ご とに年 代 順 と し,排 列 順 にID番 号 を つ け

た。 年 代 不 明 な もの に つ い て は末 尾 に排 列 した 。

4本 目録 は,舩 田が 茜 城 県 ・韓 城 市 ・部 陽 県 の,飯 山 が 永 済 市 ・万 栄 県
・穫 山 県 の

,井 黒 が 運 城 市 ・臨猜 県 ・新 緯 県 ・河 津 市 の 石 碑 につ い て,

それ ぞ れ 草 稿 を作 成 した 上 で 相 互 に補 っ た 。
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解州安邑県
三家荘慈雲
院碑記

116・;年尚書

礼 部牒

漢関大王祖
宅塔記

解塩司萩修
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高君実・盧大
輔朋 円立石.

張〔謹言,王

興立石.

李庭撰;趙栄
笈額;李 仁軌

書丹,陵 思丁・
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思忽等,

三家庄郷
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内道傍
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晋1031;光

西通95

占蹟 志134;

棲古18;三

晋運7[2];

山師 戯

393[3};山

西調;光 西

通96

古蹟志134;

捜 占18;三

晋運7[31i

山師戯

393[2];L上」

西調;光 西

通96

三晋運

123[11ユ;Lk

西文

[3918];文

図 晋1034

三 晋運

123[12];山

西 文

13924];文

図 晋1034

古蹟 志134;

三 晋運

7[5];Ll」自面

戯394[5];

山西 調;乾

解運11;光

角皐剣『ll;辿頁

平陽9ド

山右21

河 水利271;

河塩 碑29;占

松2000;ljl右
27

才可塩 石卑38;山1

右28;成 西通

11

河塩碑37;ti」i

右28祓 西通「
11

河塩碑50;山1

瀦鵬



ID

10

!l

12

13

14

15

16

17

碑名

車修段干木

先生祠堂記

勅賜御香瑞
塩碑誌

塩池神御香
記

「置到石槽一

条石匠李信」
石槽

重版聖像記

建置塩司歴
年増課記

題名

段氏宗支之
図

年月貸

泰定四年
歳次丁卯

元統二年
四月十三
日

至正 ・ヒ年

へ月 日

至正十年

十一月十
九日

至正十四

年八月二
十四日

不詳

不詳

不詳

酋替年月鐸

1327****

13340413

134T.・08'**

1350・1119

1354'08/24

9

9

9

蘭連人物

篤列図撰

石匠李信

陳元忠撰井
書.

帖木迭児・拝
住・只児恰郎
ら.

現存地

ヒ郭郷上

殺村路労

池神噛戯
楼南碑林

池神廟戯
楼南碑林

池神廟戯
楼南軒下

三家庄郷
三家庄村
内道傍

池神廟戯
楼南碑林

池神廟饗
殿前西側

上郭郷上
段村路労

盒石構報

立 石,下 部

埋 没.

乾隆碑ととも
に立石.碑
陰に官吏の

題名,

立 石.

2003年 に池
神廟戯台下

より出上,

IDIの碑陰,
文字不明

瞭.碑 名は
[三晋運]に
よる.左 上部
に碑記,中

段に題名.

右下部に別
手による刻
字.

ID4の 碑 陰.

【D9の碑陰.

lDlOの碑

陰

拓本謬臓

国各1428;

人文;山 師

大

人文

人文

碑影・麹影

河ヒ事石50-33;

人文

DT(GE＼021

!x)

人文

DTCGENOO3

2A)

人文

DT(GENOI2

3C;

GENO123D>

著録・費録・
考証

三晋運

ll3Ll7→;口」

西調;康 蒲

州1L民 安

邑12

三晋運

7[6];山西
調;光西通
96

古蹟志134;

三晋運

7[?;;山 師

戯394[7];

山西調

三晋運

ll3[18];文

図晋1034

古蹟志134;
換古17

古蹟志134

騰 ・雛究

河塩碑56;金

華未

河塩碑58;山

右37

河塩碑39;古
松2000

2,

1

2

昭勇大将軍
鎮辺大元帥
行河中府事
謝公碑銘井
序

晋文公廟碑

大徳七年
歳次癸卯
秋七月丁
巳朔十有

八日原
立,嘉 慶

十六年三
月朔日模

刻重立、

延祐=三

年コ

1303〆io71

18;1811'

03〆Ol

1316!**'**

墓主:謝天占,

麻革撰;高鳴
書陳 元凱築

額.謝 防原立
石.

北辛郷東
卓村村委
会

北辛郷婆
児村

鑛嵌.笈 額
は侠.嘉 慶
L6年に模刻

重立.

セメント壁に

て囲まれる,
碑陽はほぼ
判読不能,

碑陰に題名
と寄進額,亀

鉄は碑身と
逆向,

擁 古18;三

晋運
76[15];L肩

西調;文 図

晋!078;光

西通96;民

臨晋6

三 晋運

76[L6];山

西調;文 図

晋1080;民

臨晋13

i
山右29;民 臨
晋121



⑦ 購
表3茜城黙

/

2

3

4

5

6

7

8

9

大金曉整孝

行之記(額
題)

仏頂尊勝陀
羅尼経瞳

官署傲語碑

[東二嶽廟新

修〔露]台記

1248年茜城

県清涼寺
チャガン言語

先師玄都至
道披雲真人
宋天師真賛

宋徳方石惇
線刻図

1254年茜城

県沢浄観公
拠

渚徳沖石惇
線刻院本演
出図

年層覆 西懸年鍔日 蝿連人物 現蕎麹 立石擬 羅 拓本繭 聯 拓影穐 磐 織磯

大定二十
二年七月

八口

大定二十
六年歳次

丙午十二
月甲戌朔

1・七日庚
寅建

大金明昌

元年九月
日置

泰和三年
歳次癸亥
五月戊辰

朔十… 日
戊亥(記)

戊辰年九
月十五 日

(発舎)

歳次甲寅
小春望 日
立

大朝歳次

甲寅小春
中旬有六
日葬記

甲寅年十
月 日(発

給)

中統元年
(卒)

1182・07'08

ll861217

1190〆09'**

1203!05'll

1248/09ttl5

1254,,10!15

125-1,i10t/16

1254〆10'**

1260,r**/**

:張敬 撰文;
張枳書丹;…
源[深 温=善信

等立石

(ム陀波利奉詔

訳;孫 許安世
書;孫 許安民

為コ立馬 達
刊

李窒記;雷 亨
書丹;管 勾廟
主呂経;瑚 匠

何…;石匠孫
寺馬忠・…

=銚1進井刊

発令者:チャガ
ン・ノヤン(茶

窄官人);発令
地:西 京懐仁

県南下

墓主:宋徳方;

李志鼎撰井書

墓主:宋徳方;
閻広施

発給者1李 真

人(李志常);
発令対象者:

沢浮観主者
(焦志潤)

墓主:播徳沖

県博物館
碑廊

県博物館
古石刻芸
術陳列館

県博物館
碑廊

県博物館
碑廊

西晒郷寺
里村清涼
寺大雄宝
殿基台

永楽宮呂
祖墓

永楽宮呂
公祠内展
示室

県博物館
碑廊

永楽宮呂
公祠内展
示室

立石,首 題幽
…=州=府

河〔東〕・・鹿

整孝行記.
原村郷歴山
村出土,
1982年に移

管.

立石,1989

年城関鎮太
安村揚志義

家から移管.

鑛嵌,首 題・

額題なし.碑
名は[三 晋
運一による,

原存地の旧
治県署大堂
から県法院

を経て1983
年に移管.

鑛嵌 一一部
摩耗.1982

年東門外東
嶽廟遺趾か
ら移管,

嬢嵌.首 題 ・

額題 なし,

鑛嵌.尾 題
「故玄通弘

教披雲真人
宋公之墓

誌」,乙亥年
(1275>三月
三 日遷.

石棺,一 開芳

宴 図」・「游

帰 図」・「孝

子故 事図 」,

石卑名1ま:三 晋

運]に よる.

立石.蠣 首・亀趺
.門 人

派図(「祖真

常李真人門
人」)・題名が
合刻,[Dl5
の碑陰.:三

晋運1は 延祐

元年(1314>
に繋年.

石棺,「 二 四

孝 図」・一院

本演 出図 」,

碑名 は[三 晋

運]に よる.

永楽宮呂
公祠内展
示室

永楽宮呂
公祠内展

示室

河東百10

三戯物

=248]

山西省文物
管理委員

会・考古研
究所1960;
23

山西省 文物

管理委 員

会・考古研

究所1960;

pls.5-7

高橋1995:

166,pl.1

山神劇130-

132;山 西省

文物管 理委

員会 ・考 古

研 究所
1960:pls.8-

9

三晋運

158[26];口]

西 調;山 西

文[3870=;

文図晋

1071;光 西

通95

三晋運

158[27];文

図晋107/

三 晋運

159[28];L〕

西 文[3877]

三晋運

159[29];LL上

西 文

.3880-;文

図晋1071;

戯 文物

241[BII7]

三晋運

138[8];三

晋運

139[15]

三晋運

25[6];飯

山・井黒 ・舩

田2002:

174[36]

三晋運

25[7コ

三晋運

159[32]

三晋運
25[8]

山右21

河 東百298-

300

三戯物[248]

;山戯 曲
53[8]

山西省文物
管理委員会・1

考古研 究所I

l960:22-24i

I

山西省文物.1
管理委員会・…
考古研究所
1960:22-24

高橋1995[C]

山神劇130-
133;山西省

文物管理委
員会・考古研

究所1960:
2425



ID

10

ll

12

13

14

15

16

碑名

玉泉観記

1303年河中

府延咋寺セ

ウセ令旨

/310年菌城

県清涼寺ア
ユルバルワダ

令旨

解州茜城県
谷底籾修清
涼院碑

勅賜茜城県
清涼寺記

大元籾建晋
寧路解州茜
城県ド荘真
常宮記

重建岱嶽コ
ロ碑

年月 琶

大元国元
貞元年歳

在乙未二
月丙子朔
十五日庚

寅(立 石)

ウサギ往
春の末月
二十九[
「発令);

至正十四

年重陽兀
月九日

(立石)

狗児年三
月十五日

(発令)

大元国大
徳七年歳

次癸卯庚
申月丁巳
朔十五日

辛未(立
石〉

至大三年
五月五日

記

至大四年
二月真元

口(記);
皇慶二年

五月初一
日(立石)

大元国延

祐五年歳
次戊午六
月初十 日

維建

翻麿年月 鷺

129502'15

1303'「0329

1310〆03/tl5

1303,/07!15

1310,iO5/05

1313/05/01

1318/06!10

閣連入物

何志淵撰;王
道方書策;薦

志清・高道昌
同衆立石;功

徳主:王思義・
王亨・小云失
不花・玄静大

師河中府道録
不妨本[職…]

志堅

発令者:セウセ
(小醇);発 令

地:大 都:発令
対象者:平 陽

路河中府延柞
寺,珍 吉祥・城

踏院主;志 尚
座書;維那頭
錦講主;延 柞
寺懲院[主]衆

知事大小僧衆
立石1李文質

刊石.

発令者:アユ
ルバルワダ;発

令地:大都溌

令対象者:清
涼寺住持講王
法温義柔を始
めとする仏僧ら

胡光謙撰;景

融書丹;法浄・
義演立石;善

興・善開・義
雄・本院衆僧
等同立石;郭

義;何 朝;馬合
麻;孝義石匠
提控王桂刊

辛良史コ;萢

梓書;察 裂豪
額;義叔安立
石

王道亨記;張

道備書丹井
額;楊志徳・辛

道果・邪道誠・
焦道源立石;
劉庭秀刊

環存堰

大王郷磨
澗村中学

跡 圧 泉
観旧跡〉
旧校舎

内.

県博物館
碑廊

西晒郷寺
里村清涼
寺

西阻郷寺
里村清涼
寺

西阻郷寺
里村清涼
寺

県博物館
碑廊

県博物館
院内

立石熔報

蠣 首.亀趺.

額題 一モ泉

観石卑」.ド音[　

に断 裂あり,

碑陰 には題

名.

立石,方 形
碑座.額題一令旨碑

記..パ クハ

字モンゴノレ
語.三 箇所
に印章.
ID24の6早

陽,1982年
大王郷磨澗

村下方寺自
然村延柞寺

遺量から移
管,

立石.蟷 首・

亀朕.額 題r令 旨
一.方

形碑 座.

[D14の 碑

陽.

立石,蠣 首・亀趺
,額題一籾修清涼

院碑」.碑
陰題 名,

立石.蠣 首 ・

亀趺,額 題
「勅 賜清涼

寺記J.ID12

の碑 陰

立石,蟷 首・
亀趺.額 題

「皇元真常

宮記」.ID8
の碑陽.

1983年旧在
城関鎮柴村

常宮遺祉か
ら移管,

横倒し.碑
首・碑座な
し,摩耗厳

重.

振本瞬蔵 碑影・姦影

藥1986:

pL;呼 薩iJL
2004[35];

照 八匿

132[24]

著録畷 録・
考簸

河水利319;

三晋運

139_IO_;L⊥」

西文

.3909-;文

図晋/072

三晋運

26[26⊃,三

晋 運

160[39];山

西 文

〔3899二;松

川2007:

142-

143[21]

三 晋運

139[16]

三晋 運

139[12]

三晋 運

139[17]

三晋 運

159[30];山

西調;文 図

晋1072;光

西通961民

茜城13

移録・醗究

」

藥1986;呼 薩i

八391-1

398[35};照i

/L匿131-1

136L24→

山右30



17

18

19

20

2/

22

23

24

25

重修段干木
先生祠堂記

段干木先生
商嗣

創建玄逸観
碑(額題)

閻氏墓誌

創建露台記

勅賜清涼寺
家譜誰名之
図

創立献殿

河東県磨澗
村ド方延柞
寺碑

重修五嶽廟
記

大元国泰
定三年歳

次丙寅三
月乙巳朔

初四日戊
=申=位
石)

大元国泰
定三年歳

次丙寅三
月乙巳朔
初四日戊

[申](立
石〉

大元国泰
定三年歳

次丙寅六
月癸酉朔

初九日辛
巳(立石)

大元泰定
四年歳次

丁卯孟冬
二十有八

日(立石)

泰定五年

暮春中旬
九日
(誌);大

元戊辰歳
次(刊)

大元至元
六年歳次
庚辰五月
五 日(立

石)

至正丙戌

仲月日上
櫟

至正十四

年重陽九
月九日
(立石)

大元至正
丙申秋七
月晦日記

1326103!「04

1326/03・04

1326」06!09

1327〆10/28

1328!℃3/19

1340!05!05

正346/08/**

1354!09/09

1356/07!30

段禧撰;解 居
仁書丹;蒲 機

蒙;段道祥等
立石;弓長i言刊

衛道玄i認徐

道安書;周 徳
治撰;王道祐
立石;太平県

匠工李世英刊

墓主:閻元威;
陳克誠誌;…

書;劉 泌題額;
孫男コ濟等立
石;曝 州蒲県

李恩刊

劉士昭謹誌;

修台人活蛮・
母塔海・妻舎
舎・男コ・女見

コ〔;劒匠許
徳成・王信刊

義柔・義珠立

石

維那頭劉青・
劉口・劉恩・閻

梅立碑;石 匠
王伯通・鄭温;

鄭寛甫書丹

李澄撰;陳 克

明書井i粟紙
朱陽社石匠帖
筆王直・東階

石匠張寛林刊

県博物館
碑廊

県博物館
碑廊

県博物館
碑廊

県博物館
碑廊

東埴郷東
呂村三連
戯台(福

寿寺)過
道

西阻郷寺
里村清涼
寺大雄宝
殿基台

西阻郷朱
陽村后土
廟

県博物館
碑廊

嶺底郷韓
家村五嶽
廟献殿前

立石.蠣 首・

亀朕.額 題

重 修段干
木先生祠堂
言己1.iD18の

碑陽.1982
年学張郷下
段村段氏祠

堂から移管,

立 石,蟷 首 ・亀趺

,襲 慶

之図 」・題

名.IDI7の

碑陰

立石.蠣 首.

首題部分剥
落 碑陰:題

名・寺産.
1982年大王

郷南辿村泉

溝自然村玄
逸観遺吐か
ら移管,

立石.方 形

碑座.額 題
「閻氏墓

誌」.碑陰
「本族宗枝

之図」.学張

郷孔村北十
八畝地出

土.

鑛嵌,

鑛嵌,

立石,蠣 首,

額題r明 堂
霊顕真君」.
碑座なし.立

碑者の下に
関係者の題
名あり.碑陰
は確認でき

ず.

立石.方形

碑座.法 系

図・寺産・寄
進額,IDU
の碑陰 碑

名は[三 晋
趣 による.

基台前に立
てかけ.碑
陰 題名.

永楽宮内
書店(販

売)

山師大

山碑隅283

」圭1石翠石昌286

三戯物
[249];中 神

劇47

三晋運

159[34];山

西調;文 図

晋1072;光

西通96;光

永 済17;民

茜城13

三晋運

159[35]

三晋運

159[36];口L」

西文

[3930];文

図晋1072

三晋運

159[37]

三 晋運

140[26];山

師 戯

406[1];文

図晋1072

三 晋運

140[28]

三晋運

140[29];文

図 晋1072

三晋運

160[40]

三晋運

140[31]

山右33;乾 丙
城12;民 茜城
15

三 戯物

[249];山 戯

曲120[21];

中神劇47

票 王986二55-

56



ID

26

碑名

玄都弘教至
道披雲真ノ、

宋君之墓

年霧R

不詳

西藩奪舞臼

9

関速人物

墓主:宋徳方

環存地

永楽宮呂

祖墓

立石鋳報

膿嵌,上 部

欠.

拓本極藏 確影・籔影 著録・員鋳
考舐

一{晋運

27[29]

移鋳 醗甕

表窪永済

1

2

3

4

5

麻乗鼻世襲
功徳碑

大宋河中府

中条山万固
寺重修碑銘

井序

河中府万固
寺爽心亭碑

普救寺鶯鶯
故居碑

維大元河中
府新城塞韓
公政卿政素
号法忍歴過
←願実　事
記

皇統几年

大定九年
五月上旬

有モ

泰和三年
六月十五

日

泰和四年

致和元年
歳次戊辰

夏四月
日

ll19****

1169・ 幽0503

9

12031'0615

1204****

1328'04・**

行大理評事監
河中府都塩税

院事…喉
者?)

路鐸記;許右
書

王仲道(撰?)

虞郷鎮呉

閻村南窯
E自 然村

蒲州鎮鹿
聡村万固
寺大雄宝
殿堆

蒲州鎮鹿
硲村万固
寺薬師洞
殿前

普救寺鶯
鶯故居

蒲州鎮鹿
硲村万固
寺薬師洞
殿前

立石 ・魑 首・

亀趺

.

横倒し,額題

勅 賜万固
寺碑..

横倒 し,ド 部

欠.

立石.1986

年の重建 時

に出 土.

立石.

河東百19

三晋運

31iLO];文

図晋1049

古蹟,忘208;

二 晋運

31=21:

三晋運
32[22]

三晋 運

55二3];戯 文

物220[BII]

三晋 運

32[251,

河 東百426-

428

5稜 由 、

1

2

3

4

5

段樹預修墓
記

修塔維那最
k福 田姓名

真像伝一P不
朽之碑

大金故武威
段公墓表

大金故中奉

大夫前華州
防御使兼提

挙学校事護
軍武威軍開
国侯食邑一

千戸食実封
一一百戸致仕

段公墓表

中奉大夫護

軍武威[コ
段公1墓表]

大定 二 十'
・・年 四月

明昌 二年

八 月「十
J'kH

泰和二年
四月二十
日

泰和二年
四月二十
日

金代?

1181!04,**

ll910828

1202i'O!,・20

1202ttO4tt20

墓主は段季
良;李愈撰;斐

国器書丹井壕
額.

墓主は段鐸.
王ロコ書;張

=万公1撰

墓主は段矩.

稜山金墓
博物館

県博物館
(青龍寺)

碑林

城関鎮平
村段氏

墳地

城関鎮平
村段氏

墳地

城関鎮平
村段氏

墳地

地下墳墓入
口に拓本写

真.原 碑は
第七墓室

(非公開)に
現存.

二基一組

碑林の壁に
立てかけ.城
関鎮従善寺

塔内から移
管.

立有・蠣首・
亀趺,額 題'金故段公

墓表,

立 石・蠣首 ・

亀趺.額 題'金防 禦段

公碑 」,

立石 ・蠣 首 ・亀趺

,額 題一金 中奉 段

公碑 」.

山西省考古
研究所
1983:52

三晋運

235[10]

三晋運

230[71コ;山

右22;光 西

通95

簑宇IO;捜

占16;三 晋

運230[72];

山右22;山

西調;続 授

践11;光 西

通98

光西通95

三戯物

[191];山 西1

省 考古研究1

所1983:51-

521

山右22;乾 穫1

8;同 穫8

山右22;乾 穫、

8;同 穫8

山右22



⑳

6

7

8

9

10

碑名

仏閣清涼院
碑銘

参政眺公言盆

議

大元故通奉

大夫参知政
事大興府昇

贈正奉大夫
河南江北等
処行中書省

参知政事護
軍追封平陽
郡公謡忠粛

銚公神道碑
井序

絵飾仏像之
記

不明(公文
碑1

隼聲鐸

大徳十一
年

至順四年

月

元統元年
歳在癸酉
三月十三

日

至正十一四

年冬至日

元代?

西歴年欝舞

1307、****

!333****

1333'03/3

1354!****

溺連入物

劉致議;張

虞集撰;男 侃
立石;茅紹之

模刻;鄭 百通
成造

元斉魯・梁応
植・咬住・劉巨

源・也先帖穴
児

環存地

城関鎮寺
後窯村大
仏寺西碑
廊

県博物館
晴 龍寺)

碑林

県博物館
晴龍寺)
碑林

城関鎮寺
後窯大仏
寺西碑廊

県博物館

(青龍寺)
碑林

立石倍報

立石.

立石.額 題『大元忠粛

眺公謹議一.

城関鎮南陽
村蘇文保家
から移管,

立石・蟷 首・亀趺
,碑 陽・

碑陰・左右
両碑側に刻

字.路 村郷
路村庄から

移管,

立石,碑 陰

祖 師閑々
老人」題名.

冒頭は皇 帝
聖旨裏費寧
路緯州樫llI

県欽奉詔
旨」.他の碑
亥1」と共に平

積み.

掲本霧藏

国各1431;

山省 図

碑影妬 影

北 拓49-

151:p【」石卑百昌

294

薯録彊鍮
考議

三 晋運

230[T4]=llj

西調

三昔運

235[ll]二lh

西 調;文 図

晋1115;光

西通98

手璋i占19:ll1

通 文936;山

西文

二3912];二三

晋運

235[12];山

西調;文 図

晋llll;光

西 通96;民

新 緯9

三 晋運

231[771;「il

西 調

移録・研究

山右34

河 東e'106-

133;山 右34;

乾 穫8;同 穫

8;乾 直縫11

麹

1

2

3

4

5

復建州衙南
門記

故鎮国上将
軍緯州節度
使劉公神道
碑銘

緯州重修文
宣王廟碑銘

勅貝易靖[万亦:
真人道行碑

緯」・卜1重干11碧
落碑文

大定二十
三年八月

二十三日

至元 三年

至元十三

年五月乙
未朔

至元二十
六年三月

[清明日」

[至正三
年1

1183/08!23

1266'**,**

1276/05〆Ol

1289'03ノ**

1343〆**!**

張口撰韓[=・

完顔=・ 劉之
才・銚苔・孟

済 張=立 石.

王利用撰

王佐立石

李繋奉勅撰

龍興寺
(県博物
館)

城関鎮侯
庄村南墓
地

龍興寺
(県博物

館)

龍興寺
(県博物

館)

龍興寺
(県博物
館)

立石.もと州
治儀門内東

側にあり.額
題「緯州復
建州衙南門

記」、

立石.摩 滅

厳重.

立石,下 部

剥落.もと文
廟にあり,碑

陰は宋大中
祥符5年
(1012)「御製

賛玄聖文宣
賛井加 号
詔!,

立石.ド 部

剥 落.

ID1の碑陰.

もと県城南門
外にあり.

三 晋運

213[12];1山

西 調;戯 文

物

240[BH4];

民新 緯9

三晋 運

207[26];文

図晋1098

三晋運

213[14〕

山通文934;

山西調

三晋運

213[15];文

図晋1100

山右21

山右27;陳 道

1正20-22



6

7

8

三官大帝聖

像(額 題)

彰城劉氏世
系之図

=コ 真人[
=口 図

元代?

不詳

不詳

・つ

9

・つ

城関鎮旧
胡藍廟
(現新楽

水暖商
会)内 北

塙壁

城関鎮侯
庄村南墓
地

鑛嵌,摩 滅
により額題以
外は判読不

能.年 代比
定は[三 晋

運]による.

[D2の 碑 陰.

ID4の 碑陰,

三晋 運

208[31]

文図晋1098

議7E渠

1

2

3

4

5

6

7

蒲州栄河県
創立承天敷
法厚億光大
后上皇地祇
廟像図石

尚書礼部牒

勅賜正覚禅
院碑

栄河建胡壁
塗鎮崇聖禅
院塔記

コロ[=録司

帖塔銘

舞庁石コ

万泉県南里
村天慶観寧
虚真人卯金
氏道行之碑

天会1乙]
巳歳上元

日

大定四年

十二月日

大定十年

歳次庚寅
閏五月一

口

大定十八

年三月一
日

大定十八

年正月二
十 ヒ日
(記?);
三月十五

日(立石〉

至元八年

三月初三
日

至元十七

年歳在庚
辰九月望
日

1137!01!上5

1164f'12/**

1170i'O,5/'01

1178!03101

/1?8/03/15

1271/03〆'03

1280,JO9,i/5

発給先:正覚
禅院

維那頭王文
徳・王清・陳
進・楊言・雷

安解 従脹
順・景口;f主持

僧小師果円;
后穫石匠醇[=
顕刊

管ロコ録判官
・;管内都僧

録釈…

何志淵撰;寧
道真書;高 善

壕

廟前村后
.七祠献殿

漢酵郷西
景村第7
組学校西

漢蒔郷西
景村第7
組学校西

栄河鎮北
辛庄崇聖
禅院塔壁
東面2層
外面

栄河鎮北
辛庄崇聖
禅院塔壁

南張郷太

趙村稜王
廟(正殿
東側)堵

壁

高村郷南
里村小学
校校庭

鑛嵌.明 嘉
靖年間に重

刻.

ID3の 上戴.

校門前に横

倒し、上下二
戴に分か
れ,上 戴は
ID2,

鑛嵌.

鑛嵌.

鑛嵌 、

立石,亀趺,

山師大

山師大

后土祠122

山神劇137;
戯文物32

篠 占16;山

師戯

449[2];文

図 晋10891

万栄638

三 晋運

90[9];山 通

文953;文 図

晋1090

三晋運
90[10]

三晋運

90[11]

三 晋運

90[12];口 」

西 文

〔3897];山

師戯

446[1];文

図晋1087;

戯 文物

220[BI2];万

栄638

三 晋運

9o[13〕;山

通 文953;文

図晋1091;

万栄638

三戯物

[221];山神
劇138



8

9

10

11

12

元鎮西総戌
大元帥呉信
墓表

河中府万泉
県解店重修
岱嶽廟碑

秋風辞

弘教大師賛
公塔銘

施縁功碑

i至元]f
七年歳次

庚辰二月

清明日

大徳癸卯
八月望 日

大徳丁未

年中秋 日

至治二年

歳次壬戌
六月十五
日

至正十四
年五月初
三日

1280rO2〆**

1303!08〆15

1307/08115

1322/06/15

1354/05/03

高凝撰;宋 渤
豪;楊述祖書

光宅董若沖敬
[〕;華安真子

席コ寧

醇趙寺詮書

通愛村内
路考

県博物館
(東嶽廟)

宝鼎郷廟
前村后土
祠秋風楼
内三楼

南張郷太
趙村小学
校校内

県博物館
(城関東

嶽廟)内
飛雲楼

立石.題 額
は後世のも
の,碑 陽玩

鎮西総戌大

元帥呉公神
道」「大清道

光十四年十
月立一.碑陰
は後世(道光

十四年?)に
おける碑陽
の摸刻か.

光華郷丁村
から移管.

立石・蟷首・亀趺

,額 題

重 修岱嶽
廟碑」.碑
陰:助 縁者

名と寄進額.
解店鎮岱嶽
廟から移管,

鑛嵌,

旧普照寺和

尚塔壁に鑛
嵌,

飛雲楼内に
横倒し.西景
村岱嶽廟か

ら移管.

山師大

山師大

河水利;山

碑砥270;后
土祠115

山神劇120

三晋運

90[14];LL」

西 調;文 図

晋/086;光

西通96

三晋運

100[4]

三晋運

90[16/;山

通文934;山

西調;文 図

晋1089;光

西通96;万

栄638

三晋運

90[17]

三戯文

1009;山 師

戯443[1];

山戯 曲

133[24];文

図晋1091;

戯 文物

220[BI3]

山右26

万輿7

河東 百429-

432;河 水利

66;山 右30;

后 土Fl司115

三戯物

[224];山神
劇120

1

2

大定二十一

年公拠

移修福聖寺
記

大定二十
一年二月

初一日

大定二十
一年十月

1181/02/01

ll8ユ/10/**

受給者:恵 勝 市博物館

市博物館

ID2の 左碑

側.

立石.も と清
潤鎮清潤村
泰山廟にあ

り.額題一福
聖寺額」,左

碑側に【D1,
右碑側に寺
産,碑 陰に
「嘉靖三十

六年歳次丁
巳三月甲辰

吉 日重修中
仏殿井塑絵
布施題記」.

三晋運

256[6];文

図晋1057



隙

3

4

5

6

7

確名

大禺噛住持
姜善信碑

石砧銘文

懐遠大将軍
楊公之墓

故河津鎮西
帥史公墓砺
銘

口修上生院
記

年薄錘

至元二十
二年

至元二十
九年

至元三十

年

泰定乙丑
年九月壬
戌

至正十七

年

鱒謄隼鍔費

12851**「**

1292'****

/2931**'「**

1326〆0921

135T**1**

蘭連人物

石匠鄭守慶

墓主:楊勝;三

孫男楊遷・楊
賢・楊礼1立
石].

墓主;史遷;段
菊軒先生撰;
段輔書丹井題

額;史 恒=立
石.

魏存地

市博物館

陽村郷連
伯村高楳
廟

清潤鎮侯
家庄村郊
外楊氏墓
地塔壁

焚村鎮干
潤村韓家
院東史公
墓地

市博物館

立石情綴

立二石.もと}青

潤鎮龍門村
西河畔にあ

り.

墓塔前に立
石.下 部埋
没.

立石,

立石.碑 陰
には寄進者
の題名,

擁本癬蔵

山師大

山師大

碑影・拓影
箸録・麟鋳

考誰
三晋運

256[7:;L⊥」

師戯
433[11;光

西通96

山師戯
429[1]

三晋運

252[3];文

図 晋1053

三 晋運

252[6];仁⊥」

通 文953汕

西調;文 図

晋1054:光

西 通96;嘉

河 津2;光 河

津2

穆鍮 礫建

山右33

i灘

1

2

3

4

円覚寺塔修
建宝塔編

円覚寺塔修
建宝塔隔

重脩漢太史
公墓

[大萬?]廟
記噸 題)
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